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１  会議等 
 

（１） 会議等開催状況 

 

 会          議          名 回 数

１ 西多摩地域広域行政圏協議会 ２ 

２ 西多摩地域広域行政圏協議会審議会 ２ 

３ 西多摩地域広域行政圏協議会副市町村長会 ２ 

４ 西多摩地域広域行政圏協議会幹事会 ４ 

５ 西多摩地域広域行政圏協議会事務局会議 ４ 

６ 西多摩地域広域行政圏協議会開発部会（部会・分科会） ２ 

７ 西多摩地域広域行政圏協議会産業部会（部会・担当者会） １ 

８ 西多摩地域広域行政圏協議会教育文化部会（部会・分科会） ３ 

９ 西多摩地域広域行政圏協議会体育大会委員会等 ６ 
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（２）会議等内容 

 

年 月 日 会  議  名 会   議   内   容 

25.4.15 
教育文化部会  
第１回 国体分科会  

（議題）  
国体用観光パンフレット（案）の校正について

4.15 第１回 産業部会  
（議題）  

西多摩地域観光入込客調査報告書（案）の校正

について  

4.26 

開発部会  
第１回  公共交通問題分科

会  

（議題）  
平成２５年度  青梅線、五日市線および八高線

にかかる改善要望の提出について 

4.26 
第１回   幹事会  
第１回   事務局会議  

（議題）  
１ 平成２５年度西多摩地域広域行政圏協議会

事務日程（案）について  
 
（報告事項）  
１ 平成２５年度共同事業について  
２ 消費生活相談広域連携の実施状況について 

6.20 

開発部会  
第２回 公共交通問題分科

会  

（議題） 

平成２５年度青梅線、五日市線および八高線に

かかる改善要望について 

 

（報告事項） 

 今後の日程について 

6.24 
第２回   幹事会  
第２回   事務局会議  

（議題）  
１ 平成２４年度西多摩地域広域行政圏協議会決

算（案）について  
２ 平成２５年度青梅線、五日市線および八高線

にかかる要望書（案）について  
 
（報告事項）  

国体用観光パンフレットの作成・発行について

 

 
年 月 日 会  議  名 会   議   内   容 

7.2 体育大会第１回大会委員会

（議題）  
第２３回西多摩地域広域行政圏体育大会  

１ 大会委員会名簿  
２ 大会実施要項（案）  
３ 日程表、競技種目別開催会場（案）  
４ 総合開会式兼前夜祭実施要項・要領（案） 
５ 総合閉会式実施要項（案）  
６ 大会予算（案）  
７ 大会開催要項  
８ 大会委員会会則  
９ 大会実行委員会会則  
10 大会組織図  

7.2 第１回 副市町村長会 

（議題）  
１ 平成２４年度西多摩地域広域行政圏協議会 

決算（案）について  
２ 平成２５年度青梅線、五日市線および八高線

にかかる要望書（案）について  
 
（報告事項）  
１ 平成２５年度西多摩地域広域行政圏協議会事

務日程について  
２ 国体用観光パンフレットの作成・発行につい

て  

7.9 第１回 協議会 

（議題）  
１ 平成２４年度西多摩地域広域行政圏協議会主

要活動の状況および決算（案）について  
２ 平成２５年度青梅線、五日市線および八高線

にかかる要望書（案）について  
３ 協議会役員の改選について  
 
（報告事項）  
１ 平成２５年度西多摩地域広域行政圏協議会事

務日程について  
２ 国体用観光パンフレットの作成・発行につい

て  

7.19 
教育文化部会 

第１回 図書館分科会 

（議題）  
平成２５年度西多摩地域広域行政圏協議会共

同事業について  
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年 月 日 会  議  名 会   議   内   容 

7.22 審議会  

（報告事項）  
１ 平成２４年度西多摩地域広域行政圏協議会 

主要活動の状況および歳入歳出決算について  
２ 平成２５年度西多摩地域広域行政圏協議会 
事務日程について  

7.30 体育大会第１回実行委員会

（議題）  
第２３回西多摩地域広域行政圏体育大会の内容

について  
１ 大会開催要項  
２ 大会委員会会則・大会委員会名簿 
３ 実行委員会会則・実行委員会名簿（案）  
４ 総務部会・競技部会・スポーツフェスタ部会

名簿（案）  
５ 大会組織図  
６ 大会実施要項  
７ 競技種目・会場  
８ 総合開会式兼前夜祭実施要項  
９ 総合閉会式実施要項  
10 大会予算  
11 競技種目別運営委託料  
12 賞状（案）  

8.22 ＪＲ三線改善要望行動  青梅線、五日市線及び八高線にかかる要望書の

提出  

10.22 
教育文化部会  
第２回 図書館分科会  

（議題）  
 平成２６年度共同事業（案）について  

10.28 
第３回   幹事会  
第３回   事務局会議  

（議題） 

１ 平成２６年度西多摩地域広域行政圏協議会共

同事業（案）及び予算（案）について 

 

（報告事項） 

１ 平成２５年度ＪＲ東日本八王子支社要望活動

報告について 

２ 平成２５年度西多摩地域広域行政圏体育大会

について  
３ 防災分科会の状況及び今後の進め方について

 

 
年 月 日 会  議  名 会   議   内   容 

10.30 体育大会第２回実行委員会

（議題）  
 第２３回西多摩地域広域行政圏体育大会内容

について  
１ 総合開会式兼前夜祭について  
２ 総合閉会式について  
３ 総合プログラムについて  
４ 競技種目別委託料について  
５ 各競技種目別参加チームについて 
６ 各競技への配布物について  
７ スポーツフェスタ実施要項について  

10.31 体育大会第２回大会委員会

（議題）  
第２３回西多摩地域広域行政圏体育大会内容

について  
１ 総合プログラムの内容及び配付について  
２ 総合開会式兼前夜祭実施要領について  
３ 総合閉会式実施要領について  
４ スポーツフェスタ実施要項について  
５ 大会委託費等について  

26.1.22 
第４回  幹事会 

第４回  事務局会議 

（議題）  
１ 平成２６年度西多摩地域広域行政圏協議会

共同事業（案）について  
 
（報告事項）  
１ 平成２５年度共同事業の実施状況について 

1.22 体育大会第 3 回実行委員会

（議題） 

１ 競技参加チーム数・選手数及び結果について

２ スポーツフェスタ開催状況について 

３ 会議等開催状況について 

４ 大会収支決算及び前夜祭収支決算について 

５ 申し送り事項等について 

６ 第 24 回西多摩地域広域行政圏体育大会競技

大会・スポーツフェスタ（案）について  

1.23 体育大会第 3 回大会委員会

（議題）  
１ 競技参加チーム数・選手数及び結果につい

て  
２ スポーツフェスタ開催状況について  
３ 会議等開催状況について  
４ 大会収支決算及び前夜祭収支報告について 
５ 申し送り事項等について  
６ 第２４回西多摩地域広域行政圏体育大会競

技大会スポーツフェスタ(案)について  
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年 月 日 会  議  名 会   議   内   容 

1.30 第２回 副市町村長会 

（議題）  
１ 副市町村長会会長の選任について 
２ 平成２６年度西多摩地域広域行政圏協議会

共同事業（案）及び予算（案）について  
 
（報告事項）  
１ 平成２５年度共同事業の実施状況について 

2.5 第２回 協議会  

（議題）  
１ 平成２６年度西多摩地域広域行政圏協議会
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2.14 審議会  

（諮問事項）  
１ 平成２６年度西多摩地域広域行政圏協議会

予算について  
 
（報告事項）  
１ 平成２５年度共同事業の実施状況について 

 

 

２  部会および分科会の活動等  
（１）部会および分科会 

①  開発部会 

・公共交通問題分科会  
・都市整備分科会  

② 生活部会 

・福祉分科会  
・保健医療分科会  
・介護保険分科会  

③ 産業部会 

④ 教育文化部会 

・芸術文化鑑賞事業分科会  
・西多摩美術展分科会  
・社会教育分科会  
・体育大会分科会  
・国体分科会 ※産業部会との共管  
・ 図書館分科会  

⑤ 環境部会 

 ・ごみ分科会  
 ・環境分科会  
 ・防災分科会  
 

（２）活動等 

① 開発部会（部会・分科会） 

  公共交通問題分科会では、西多摩地域の基幹公共交通であるＪＲ３線の改

善策について、引き続き検討を行った。  
② 産業部会（部会） 

  西多摩地域の観光振興や地域振興の適切な推進のため、入込観光客数調査

における入込観光客の動向把握および課題の整理等を行った。  
③ 教育文化部会（部会・分科会） 

  図書館分科会では、広域利用事業に関する情報交換を行い、広域利用促進

に向けた広報物品（パンフレット）の作成および広域利用事業の課題につい

て検討を行った。 

国体分科会では、第６８回国民体育大会開催を契機としたイメージアップ

方策として、西多摩地域で開催される国体競技および西多摩のアクティビテ

ィ、グルメ、歴史伝統等を掲載した国体用観光パンフレットを作成した。 
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④ 環境部会（部会・分科会） 

    防災分科会では、災害時等の危機管理に関する広域連携体制の構築につい

て検討を行った。  

 

３ 要望行動 

（１）青梅線、五日市線および八高線の改善についての要望 

青梅線、五日市線および八高線の改善について、東日本旅客鉄道株式会社八王子支社へ平成

２５年８月２２日付で要望書を提出した。 

 

［要望書］ 

２５西広協第１９号 

                      平成２５年８月２２日 

 

 東日本旅客鉄道株式会社 

  八王子支社長 佐 藤 裕 殿 

 

                              西多摩地域広域行政圏協議会 

                                            会  長  竹 内 俊 夫 

 

   青梅線、五日市線および八高線にかかる要望書の提出につい 

て 

 残暑の候、貴社におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

 青梅線、五日市線および八高線の改善につきましては、平素より格別のご高配を賜り深く感謝申し上

げます。 

 さて、本協議会は、標記三線の改善および輸送力増強が、当圏域の発展にとって必要不可欠であると

の認識に立ち、種々改善をお願いしてきたところであります。 

 つきましては、本年度も別紙のとおり要望いたしますので、よろしくお願い申し上げます。 

                                          以 上 
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青梅線、五日市線および八高線にかかる要望事項 

 

Ⅰ 重点要望事項 

１ 総 括 

(1) 中央線三鷹・立川間立体化複々線事業および青梅線立川・西立川間三線高

架化事業の促進については、中央線はもとより青梅線、五日市線などの輸送

力増強の抜本的な改善のため、貴社、国、東京都に対して要望してきました。

その結果、三鷹・立川間連続立体交差事業は、平成２２年１１月に高架化が

完了したところです。  

そこで、連続立体交差事業に引き続き青梅線、五日市線、八高線の輸送力

改善の要となる中央線複々線化（地下線化）事業および複々線化を踏まえた

青梅線の立川・西立川間三線高架化事業の促進を切に要望いたします。  

中央線複々線化については、貴社も参加された三鷹・立川間複々線化専門

委員会において事業効果の高い事業であることを確認しています。  

今後は、この調査結果をもとに複々線化の早期着手に向けた具体的なスケ

ジュールや手法の検討、体制の整備等を要望いたします。     （継続） 

 

(2) 計画停電等により、やむを得ず運休する場合は、時間を極力短縮させたう

え、利用者への十分な周知に努めるとともに、代替バス等の移動手段を提供

されるよう要望いたします。  

なお、運行障害等が発生した時に随時メールでお知らせするサービス「メ

ール通知サービス」の周知、利用者拡大を図るとともに、価格設定の見直し

を要望いたします。また、運休や間引き運転が実施される場合には、沿線の

自治体に対し正確迅速な情報提供を要望いたします。       （継続） 

                                     

         

 

２ 青梅線の改善について 

  項     目         内          容  

 

(１） 

輸送力増強  

 

青梅線を利用する通勤・通学者等の利便性向上と地域活性

化促進のためには、輸送力の増強とともに、運転間隔の均一

化による待ち時間の短縮が望まれます。 

ついては、次の改善に積極的な対応を要望いたします。 

 

① 青梅線と中央線の直通電車の増発 

直通電車・通勤特別快速の増発、特別快速運転時間の拡

大をお願いいたします。                  （継続）

 

② 青梅駅以西の充実 

運行本数の増加、特に朝夕の通勤・通学時間帯の増加を

お願いいたします。              （継続）

 

③ 青梅駅による乗り換え時間の短縮 

青梅駅による分離運転による乗り換え時間の更なる短

縮と時刻表等への乗り継ぎの表示、駅構内での表示等その

周知徹底をお願いいたします。また、系統分離を解消し乗

り換えの少ない直通電車の確保についてもお願いいたし

ます。                        （継続）

 

④ 青梅・奥多摩間の増発 

現在、奥多摩・青梅間の電車は、平日・休日を通して平

均１時間に２本運行されておりますが、多くの通勤・通学

者から本数の増加について要望が寄せられています。  
特に、夜間２１時以降の青梅、奥多摩間については、１

時 間 に １ 本 の 運 行 の た め 帰 宅 の た め 青 梅 線 を 利 用 す る

方々にとって大変不便な状況になっております。 

今後、町が若者の定住化や少子化対策を進めていくため

には、住居と職場の確保とともに、町外への通勤・通学者

のための利便性の向上は必要不可欠の課題であり、現状の

ままでは、ますます住民の転出が続き人口減少が懸念され

るため、是非とも夜間の奥多摩行き電車の増発をお願いい

たします。                        （継続）

 

 

⑤  青梅ライナーの改善 

青梅ライナーについて通勤・通学者が利用しやすい運行

時刻の改善や増発をお願いいたします。 

また、福生駅、羽村駅、小作駅、東青梅駅の停車につい

てもご配慮をお願いいたします。                （継続）

 

⑥ 始発時間、終電時間の改善   

 東京駅発新幹線の始発に間に合うよう青梅発東京行き

直通電車の始発時間を早めることをお願いいたします。ま

た、青梅線沿線には都心への通勤者等が多いことなどを考

慮して、中央線下り終電車に合わせた青梅線終電車の運転

をお願いいたします。             （継続）
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直通電車の始発時間を早めることをお願いいたします。ま
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慮して、中央線下り終電車に合わせた青梅線終電車の運転

をお願いいたします。             （継続）
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⑦  御嶽行き列車を奥多摩行きに変更実施 

長年要望しています２２時４０分青梅駅発の御岳行き

列車については、川井以西の住民の利便向上のため、奥多

摩行きに是非とも変更していただきたい。    （継続）

 

 

(２ ) 

東 青 梅 駅 の 改 善 

 

 

東青梅駅の橋上駅舎は昭和３９年３月にレール骨組み構

造で橋上化され、既に４５年以上経過し、老朽化が進んでい

ます。 

老朽化への対応や利便性の向上のため、通路を含めた駅舎

の建替えを要望いたします。また、北口におけるエレベータ

ーの設置について協力をお願いいたします。    （継続）

 

 

(３ ) 

羽 村 駅 の 改 善 

 

羽村駅では、時間帯によって１０分以上電車を待つことが

あります。電車が来るまで、暑さ、寒さを避け、快適に過ご

すことができる待合室の早期設置をお願いいたします。 

              （継続）

 

 

(４ ) 

鳩 ノ 巣 駅 の 改 善 

 
青梅線では駅舎の改築やホーム設備の改修等が実施され

利用客の利便性が高まり感謝しております。  
しかし、奥多摩町内では鳩ノ巣駅については、ホームが上

下線で分かれていながら、隣駅の古里駅のように上りホーム

の改札が未整備のため、上下線連絡跨線橋での往来となり、

高齢者、障害者の方々は階段での昇降に大変不便な状況 で

す。  
特にこの跨線橋には一部を除いて屋根がなく、降雨、降雪

時には大変危険な状態であり、これまでも上りホームに近接

する JR 用地を活用して改札口の整備をお願いしてきました

が、高齢者が多い町の事情を考慮し、是非実現をお願いいた

します。                    （継続）

 

 

(５ ) 

羽 村 東 部 踏 切 の

拡幅 

 

羽村駅西口土地区画整理事業における都市計画道路 

３・４・１２号線沿線の暫定整備の一環として、羽村東部踏

切以西の歩道空間の設置工事を施工していますが、青梅線東

西を結ぶ羽村東部踏切は、歩道部がなく通行に支障を来たし

ていることから、歩道空間の設置工事に合わせ、踏切拡幅工

事の施工をお願いいたします。          （継続）

 

３ 五日市線の改善について 

  項     目         内          容  

 

(１ )  

複線化の早期実現 

 
多摩地区では少子高齢化により人口が減少している地域もあ

りますが、五日市線沿線の人口は、近年進出した大型商業施設

周辺や未だ多く残る未利用土地の宅地開発により転入者が多く

緩やかな増加傾向にあります。また、秋川流域（あきる野市、

日の出町、檜原村）では、豊かな自然環境や歴史文化、貴重な

地層に恵まれたジオパーク構想など、多様な資源を生かした観

光まちづくり事業を広域で取り組むことにより誘客の増加に努

めています。 

沿線住民の通勤・通学者等の利便性向上とともに、地域活性

化の促進には輸送力の増強が必要であり、五日市線の増便、複

線化に対する沿線住民の要望は非常に強いものがあります。 

つきましては、以上の状況をご理解いただき、複線化の早期実

現および次の事項を要望いたします。         （継続）

 

① 東秋留駅の改善 

東秋留駅は、島式ホーム 1 面で、駅舎およびホームへのア

クセスが駅に隣接する踏切を通行する形態で危険です。駅利

用者の安全確保のため、駅施設の改善計画を早期に検討する

とともに、下り線停車時に一時的に遮断機を上げるなどの対

策をお願いいたします。                          （継続）

 

② 武蔵引田駅の整備 

武蔵引田駅周辺には、既に開設している大型事業所のほか、

大型商業施設も営業し、この大型商業施設の周辺には、戸建

て住宅や集合住宅も建設が進み人的流動を喚起する都市機能

が整いつつあり、今後、駅利用者の更なる増加が想定されて

いることから、駅施設の整備は緊急を要しております。 

あきる野市でも現在、駅周辺の土地区画整理事業を計画し

ていることから、行き違い施設（上下線ホーム）の新設や駅

舎整備をお願いいたします。                       （継続）

 

③ 五日市線の施設整備 

五日市線の複線化を早期に実現するための段階的な整備と

して、複線化に至るまでの間、現在の単線の中で、各駅の持

つ特性を考慮した上で、ホーム全域を覆う屋根の設置および

車両交換施設等の整備をお願いいたします。    （継続）
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(２ ) 

利用者の利便性向上 

 

① 電車の増発と直通運転 

五日市線の混雑率は車両の６両編成化や新型車両の導入な

どにより改善傾向にあります。しかしながら、朝の東京直通

の本数が少ないこと、午前１０時から午後５時までの本数が

１時間に概ね３本と少なく立川直通がないこと、また、午前

１０時以降の立川からの五日市線乗り入れ電車が少ないこと

から乗り継ぎの不便を伴う利用者が多く、利便性向上のため

増発により改善をお願いたいいたします。また、始発時間を

早めるとともに、終電の時間を遅くすることにより、利用者

の利便性向上をお願いいたします。        （継続）

 

② 拝島駅での乗り継ぎ時間の確保 

拝島駅での乗り継ぎに際し、五日市線上り電車が拝島駅に

到着した際、青梅線および八高線との乗り継ぎ時間が確保さ

れていない時間帯があります。また、立川方面からの下り電

車が拝島駅に到着した後、五日市線への乗り継ぎの時間が確

保されていない時間帯や、発車間隔が２５分以上空いている

時間帯があり、拝島駅での乗り継ぎ時間の確実な確保をお願

いいたします。                   （継続）

 

 

 

４ 八高線の改善について 

  項     目         内          容  

 

(１ ) 

ＪＲ車両基地整備

および複線化（増

発）の早期実現  

 

瑞穂町では、第４次長期総合計画（平成２３年度～３２年度）

において公共交通整備として、箱根ケ崎駅西土地区画整理事業

にあわせ、ＪＲ車両基地整備および八高線複線化を促進するこ

ととしている。また、東京都が駅東口の整備に着手するなど、

新駅舎となったＪＲ箱根ケ崎駅を核としたまちづくりを、都と

一体となって計画的に進めています。 

  多摩都市モノレールについても、運輸政策審議会答申におい

て、２０１５年までに箱根ケ崎駅までの延伸が位置づけられて

います。また、物流分野では圏央道と共に軌道輸送機関である

八高線の存在は、東京都・埼玉県・神奈川県（首都圏）を結ぶ

路線として、益々重要となります。 

  循環型社会づくりを展開する上で、自動車交通が年々増加す

る多摩地域にあって、クリーンな鉄道網充実に対する期待は大

きい。 

ダイヤ改正により東京駅発箱根ケ崎行直通電車が新設される

等、利用者の利便性が向上したが、更なる八高線の機能強化に

ついて次の事項を要望いたします。 

 

① ＪＲ車両基地整備計画の着工 

 「町の顔」として駅空間整備を目標とする瑞穂町の根幹的

プロジェクトと連携されていることからも、車両基地整備の

具体的計画の早期着工をお願いいたします。      （継続）

 

② 八高線増便と複線化促進 

 八高線は、八王子駅・拝島駅・箱根ケ崎駅・東飯能駅を利

用する通勤・通学者が多いが、運行本数が少ないことから利

用者が集中し、朝夕のラッシュ時ホーム上および電車内の混

雑率は依然として高い。また乗降に長時間を要することとな

り、利用者の不満ばかりでなく、転落等危険な状況にもなり

かねない。 

 住民アンケートにおいても公共交通としての「八高線増便」

を望む声は多く、増便を強く要望いたします。 

 また、複線化に向けた用地取得を促進し、東京直通電車の

増発を含め、複線化の早期実現による総合輸送力の強化をお

願いいたします。                       （継続）

 

③  八高線新駅設置 

箱根ケ崎駅・金子駅間（４．８ｋｍ）、東福生駅・箱根ケ崎

駅間（３．０ｋｍ）に新駅の設置を要望いたします。特に箱

根ケ崎駅・金子駅間に位置する栗原地区は区画整理事業によ

る市街地開発を準備しており、その進捗に合わせて設置を要

望いたします。また、東京都が策定した「２０２０年の東京」

計画では、圏央道沿線を高度基盤技術集積ゾーンと位置付け

企業集積を創出するとしており、青梅インターチェンジに近

いＪＲ八高線の箱根ケ崎駅・金子駅間の新駅については、集

積企業に携わる人々の直近駅として重要なものとなる。  
                      （継続）
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(２ ) 

東 福 生 駅 の 改 善 

 

 

東福生駅は利用者のための自転車等駐車場がないため、駅前

広場の歩道上が自転車で埋まっており、利用者にとって大変不

便な状況となっているので、ＪＲ敷地の活用および自転車等駐

車場の整備をお願いいたします。          （新規）

 

５ 三線共通の改善について 

  項   目         内          容  

 

(１） 

駅構内のバリアフ

リー化の推進  

 

駅舎のバリアフリー化（車椅子対応エレベーター、スロープ、

点字ブロック、多機能トイレの設置など）を推進するとともに、

人員の体制整備を図り、全ての人にやさしい駅として改善をお

願いいたします。また、ホームと電車昇降口床面との水平化を

図るなど、交通弱者に配慮した取組みの検討をお願いいたしま

す。                       （継続）

 

 

 

Ⅱ その他の要望事項 

１ 青梅線の改善について 

（１）ホーム等の改修・改善 

① ユニバーサルデザインの推進 

超高齢社会を迎え、駅施設は一層のユニバーサルデザイン化が求めら

れています。利用者数だけでなく地域特性なども考慮され、高齢者の利

用が多い駅や、観光客の多い駅、東京国体の会場となる駅などについて、

エレベーターの設置など施設改善を早期に進めるよう要望いたします。

また、駅舎の建て替えや、塗装の塗り替え等の際には、色彩等について

周囲の景観に配慮をお願いいたします。           （継続） 

 

② ホームの安全対策 

電車とホームとの段差解消やホーム全体を覆う屋根の設置により、特

に降雨、降雪時の転倒等の危険防止に努めるとともに、ホームの直線化

やホームドア、可動式ホーム柵を整備し、線路上への転落防止を図るよ

う要望いたします。また、転落者があった場合に備え、列車非常停止警

報装置や転落検知マットの設置などを進めるようお願いいたします。 

            （継続） 

 

③ トイレの快適性向上 

青梅線各駅は、通勤、通学者はもちろんのこと観光客にも多く利用さ

れているため、トイレの快適性を向上するよう引き続き施設の改善等を

要望いたします。                               （継続） 

 

（２）特色ある電車の運行 

① 「四季彩号」の臨時的な運行 

平成１３年１２月１日から平成２１年７月２０日まで運行されていた、

展望型列車「四季彩号」は、利用者に大変好評をいただき観光面に寄与

していましたので、同様の特色ある電車を夏休み期間中だけでも臨時的

に運行いただけるよう、強く要望いたします。        （継続） 

 

② 休日のホリデー快速「おくたま号」の停車 

羽村駅周辺には、動物公園と羽村の堰、玉川上水があり、市外からも

多くの人が訪れている。休日には都心方面から訪れる人にアクセスしや
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すいようにホリデー快速が運行され、このホリデー快速は、新宿駅始発

で都内の観光客には大変便利に利用されています。 

平成１７年度より「はむら花と水のまつり」開催期間中の土、日曜日

（６日間）について、通常は羽村駅に停車しない「ホリデー快速おくた

ま号」が上下線とも３本ずつ停車しており、羽村駅で乗降する観光客も

増加しています。 

しかし、運行本数が３本と少なく、また、早朝に限られていることか

ら、さらに利用者を増加させるために本数の増加をお願いいたします。 

                    （継続） 

 

③ 「鎌倉あじさい号」の停車 

「鎌倉あじさい号」は、青梅駅・鎌倉駅間を結ぶ増発列車として平成

２４年６月から運行しているが、その停車駅にあたっては、羽村駅とと

もに小作駅についてもご配慮をお願いいたします。         （継続） 

 

（３）青梅・東青梅駅間複線化の促進 

本区間については、単線となっているため、両駅での電車交換待ち合わせ

や運行本数の限定など、青梅線全体の輸送力増強等の障害となっています。

複線化の促進を強く要望いたします。                          （継続） 

 

（４）青梅駅のホーム増設 

東青梅駅以西の単線により阻害されている運行本数の限定や青梅駅での

分離運転に伴う待ち時間の解消などに資するよう青梅駅のホーム増設によ

る対応を強く要望いたします。                 （継続） 

 

（５）踏切安全装置の改良 

特に鳴動装置について、踏切に近い住民への騒音対策の面から可能な限り

の改良を要望いたします。                   （継続） 

 

（６）古里駅のバリアフリー化 

古里駅の階段部分のバリアフリー化を進め、障害者に優しい駅になるよう

お願いいたします。                      （継続） 

 

 

 

（７）青梅線鉄道敷境界の安全対策 

青梅線の鉄道敷境界において、民有地内の塀等で軌道敷内への進入を抑止

している箇所があるが、安全確保のため、軌道敷内に適切な進入防護柵（フ

ェンス）の設置をお願いいたします。また、青梅線鉄道敷境界における公共

事業や個人住宅の建替え等が生じた場合は、速やかに進入防護柵の設置がで

きるよう、対応をお願いいたします。              （継続） 

 

２ 八高線の改善について 

（１）八高線新駅の開設 

拝島駅と東福生駅との間は、２．９キロメートルあるが、沿線には都営住

宅、市営住宅等の集合住宅が建設され、また、一般の住宅も密集しており、

新駅利用の潜在的需要が見込まれます。複線化に伴う用地買収の際に新駅開

設を含めた計画をお願いいたします。              （継続） 

 

（２）ラッシュアワーの列車増発 

ラッシュアワーを中心に列車の増発を図られたい。特に夕方から夜にかけ

て、帰宅する瑞穂町民が多く利用する拝島駅発の下り電車において 30 分以

上待つ時間があるため、改善が望まれています。また、朝の時間帯における

拝島駅での東京行直通電車への乗り継ぎがスムーズに行われるよう要望い

たします。                          （継続） 

 

（３）東福生駅のバリアフリー化  

東福生駅についてはエレベーター・エスカレーターが未設置の状況であり、

高齢者や障害者等が利用する際には支障を来たしている状況であるため、バ

リアフリー化をお願いいたします。               （継続） 

 

（４）五丁橋交差点西の八高線高架（鍋ケ谷ガード）の改良  

五丁橋交差点西の八高線高架（鍋ケ谷ガード）は、高さ２．４メートルで

あり、現在は救急車等の緊急車両が通過できない。また、橋台が道幅６ｍの

市道上にあり、道幅が３．６ｍとなっており、両方向通行が不可能となって

いるため、緊急車両の通行が可能となるよう、嵩上げするとともに、橋台の

移設により、道幅を６ｍ確保できるよう、改良いただきたい。   （継続） 
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(５ ) 福生第一中学校東の八高線教会踏切の改良  

福生第一中学校東の八高線教会踏切は、踏切の幅が２．８メートルしかな

く、緊急車両の通行に支障があり、近隣住民は火災や救急などの対応に不安

を抱えている。緊急車両の通行のため、踏切の幅を拝島側に１ｍ拡幅してい

ただきたい。                         (新規) 

 

(６ ) 東福生駅南側の八高線踏切の歩道拡幅 

東福生駅南の八高線福生第二踏切は、産業道路から国道１６号に抜ける道

路で交通量も多く、大型車両の通行が多いが、踏切の前後にある歩道が踏切

内で無くなるため、歩行者の交通安全上、支障がある。歩行者の安全確保の

ため、歩道の設置のため踏切の幅を拡幅していただきたい。    （新規） 

 

３  五日市線の改善について 

（１）熊川駅のバリアフリー化 

熊川駅についてはエレベーター・エスカレーターが未設置の状況であり、

高齢者や障害者等が利用する際には支障を来たしている状況であるため、バ

リアフリー化をお願いいたします。               （継続） 

 

４  三線共通の改善について 

（１）駅員の配置 

利用者の安全確保および利便性の向上のため、無人駅への駅員の配置や半

日勤務から全日勤務に変更するなど駅員不在の解消を要望いたします。また、

児童の通学時間には駅員をホームに配置しより安全向上に努めていただき

たい。                            （継続） 

 

（２）駅舎、駅ホーム屋根の整備 

青梅線、五日市線、八高線の各駅ホームの屋根はほとんどが一部にしか設

置されていないため、降雨、降雪時には特に危険な状況であります。三線各

駅に順次設置を推進し、利用者の利便性向上をお願いいたします。 

                    （継続） 

 

（３）トイレのアメニティ化  

西多摩地区は観光客も多いため、駅トイレについては、アメニティトイレ

として整備、改善をお願いいたします。             （継続） 

 

（４）ＪＲ利用者の自転車等駐車場対策 

駅周辺の自転車等駐車場利用者は、電車利用の乗降客が多いことから、各

自治体と協議し、積極的な自転車等駐車場の整備をお願いいたします。 

                                              （継続）  

 

（５）発車時等の表示の改善 

超高齢社会の進展等を考慮し、各駅改札口やホームに大型の電光掲示板を

設置されるよう要望いたします。                （継続） 

 

（６）ＪＲ敷地内の雑草等の除去 

ＪＲ敷地内の雑草等が隣接道路や踏切りの通行部分までせり出して生い

茂り、歩行者、車両等の通行の妨げとなっています。道幅が狭くなり、また

視界も悪くなるため、危険な状態であり、特に歩行者などに治安面でも不安

を与える状況となっている。また、ＪＲ敷地内の排水路（開渠）にも土砂の

堆積などにより、草木が生い茂るところが見られます。草木が生い茂る初夏

から早秋にかけて苦情も寄せられています。  

そのため、定期的な点検管理を行い、雑草の除去又は雑草抑制シート（一

部施工済み）の設置および清掃をお願いいたします。あわせて、ごみについ

ても随時回収し環境整備をお願いいたします。          （継続） 

 

（７）ＡＥＤの設置について 

ＪＲ東日本では、利用者が安心して駅を利用することができるよう、在来

線で利用者の多い駅などにＡＥＤを設置することとしています。これを受け

八王子支社では独自の基準として、無人駅以外の駅を対象に設置を進めてお

り、西多摩地域は設置済みの状況となっています。  

しかし、駅の公共性を考えると安心して利用できることが重要であり、地

域住民に限らず観光客等も多く利用していることから、この基準に関わらず

全ての駅に設置を進めていただき、乗降客の安全確保のために、無人駅にも

設置をお願いいたします。また、より迅速に利用できるよう事務室内ではな

くコンコースなどに設置をお願いいたします。            （継続） 
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（８）観光客の集客について 

観光客の増加を図るため、西多摩地域において、駅からハイキングなど 

ＪＲ主催イベントの充実や地域と連携した行事の拡充と継続を要望いたし

ます。                             （継続） 

 

(９ ) 地域名産品等の販売協力について 

青梅線、五日市線、八高線の各駅は、通勤・通学者はもちろんのこと観光

客にも多く利用されるため、地域の特色をＰＲするには絶好の場所となって

います。 

つきましては、駅売店や駅構内自動販売機等において、その地域の特色あ

る品物や自治体のＰＲ品を販売していただき、地域活性化やＰＲにご協力を

お願いいたします。                      （新規） 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

会 長 （青 梅 市 長 ）からＪＲ東 日 本 八 王 子 支 社 長 へ要 望 書 を提 出  

ＪＲ東 日 本 八 王 子 支 社 において 
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（２）西多摩地域における大雪対策に関する緊急要望 

西多摩地域における大雪対策について、東京都へ平成２６年２月２８日付

で要望書を提出した。 

 

［要望書］ 

 
２ ５ 西 広 協 第 ３ ９ 号 

平 成 ２ ６ 年 ２ 月 ２ ８ 日 

 

 東京都知事 舛添 要一 殿 

 

西多摩地域広域行政圏協議会 

会 長  竹  内 俊  夫 

 

西多摩地域における大雪対策に関する緊急要望 

平成２６年２月１４日から降り積もった雪は記録的な量となり、西多摩地域にお

いては、停電、道路網の寸断、集落の孤立、公共交通機関の運休、農業用施設の損

壊など甚大な被害が生じ、住民生活や経済活動に多大な影響をもたらしました。 

東京都におかれましては、西多摩地域における自衛隊派遣要請に対し、迅速に対

応いただくなど、今回の記録的な大雪に対し、ご支援をいただき感謝申し上げます。 

西多摩地域の各市町村においても、除排雪作業を進め、日常生活の確保、災害の

防止・復旧などに全力を傾注しているところですが、未だ、一部地域での道路の通

行止めや、施設の修復など、平穏な住民生活に戻るために、相当な時間を要する案

件が散在いたします。 

今回の大雪は今までに経験のない積雪量であり、従来の雪対策では到底対応でき

ず、災害と捉えた東京都による迅速かつ強力な対策・支援が不可欠であります。東

京都におかれましては、西多摩地域の住民生活の安全・安心を確保するため、都市

機能の復旧および農林業等被害を被った産業への対策を図るとともに、各市町村に

対し財政的支援をいただきますよう緊急に要望いたします。 

 

以 上  

 

 

４  共同事業 

（１）西多摩地域広域行政圏体育大会 

平成３年度から西多摩地域住民にスポーツ・レクリエーションを普及し、地

域の活性化と住民の交流・親睦を図るために体育大会を実施している。今年度

は、誰もがいつでも、どこでも、いつまでもスポーツを楽しめる環境の基盤整

備及び推進の主体となる人材育成を図ることも目的に加えて、第２３回西多摩

地域広域行政圏体育大会を実施した。このため、従来の競技大会に加えて、ニ

ュースポーツ、障害者スポーツの情報発信及び体験の場としてのスポーツフェ

スタも新たに実施した。 

ア 競技大会    

(ｱ) 内 容      バレーボール、テニス、ソフトボール、陸上競技（ロードレ

ース）等１５種目の競技を実施 

(ｲ) 開 催 日      平成２５年１１月１７日（日） 

(ｳ) 会 場      福生市・日の出町の体育施設 

(ｴ) 参加者数  １，５３３人 

  イ  スポーツフェスタ 

   (ｱ) 内 容      スポーツチャンバラ、スポーツ吹矢、ターゲットバードゴル

フ、フライングディスク、ユニカール、フロアホッケー、ボッ

チャの情報発信及び体験の場 

(ｲ) 開 催 日      平成２５年１１月１７日（日） 

(ｳ) 会 場      羽村市スポーツセンター 

(ｴ) 参加者数  ６５０人 

 

［開催要項］ 

１  総   則  

西多摩地域広域行政圏体育大会（以下「大会」という。）を開催するため

に、この要項を定める。 

２  目   的  

この大会は、広く西多摩地域住民の間にスポーツ・レクリエーションを

普及し、地域の活性化と住民の交流、親睦を図るとともに、誰もがいつで

も、どこでも、いつまでもスポーツを楽しめる環境の基盤整備及び推進の

主体となる人材育成を図ることを目的とする。 

３  回   数  

この大会は、平成３年度に第１回を開催し、これより起算して回数を順

次つける。 
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４  主   催  

この大会は、西多摩地域広域行政圏協議会（以下「協議会」という。）と

西多摩地域体育協会連絡協議会の共催で行い、大会会長は、協議会会長を

もってあてる。 

５  経   費  

この大会の経費は、協議会が負担する。 

６  開催の方法 

（１）この大会は、毎年度開催する。 

（２）この大会は、次のブロックで順次開催する。 

第１ブロック      青梅市、奥多摩町 

第２ブロック      あきる野市、檜原村 

第３ブロック      福生市、日の出町 

第４ブロック      羽村市、瑞穂町 

（３）この大会の本部は、協議会事務局に置く。 

（４）この大会の運営は、西多摩地域の各体育協会（以下「各体育協会」と

いう。）並びに協議会を構成する各市町村の担当部署が主管する。 

（５）この大会の規模、開催日及び参加人員等の基準は、実施要項で定める。 

７  西多摩地域広域行政圏体育大会委員会 

（１）この大会の運営について重要な事項を定めるため、西多摩地域広域行

政圏体育大会委員会（以下「大会委員会」という。）を置く。 

（２）大会委員会は、各体育協会会長、各市町村体育担当課長及び協議会事

務局職員をもって構成する。 

（３）大会委員会は、次の事項を決定する。 

ア  実施要項 

イ  その他重要事項 

８  その他 

この要項で定めるもののほか、必要事項は別に定める。 

 

［第２３回体育大会実施要項］ 

１ 主  催  

    西多摩地域広域行政圏協議会 

    西多摩地域体育協会連絡協議会 

２ 後  援  

    東京都 

 

 

３ 主  管  

    この大会は、第３ブロック（福生市、日の出町）で主管し、運営は実行委員会

を設置して行う。 

４ 実行委員会事務局  

    福生市教育委員会事務局スポーツ推進課 

    住  所   福生市北田園２－９－１（中央体育館内） 

    電   話   ０４２－５５２－５５１１ 

５ 大会期日  

    平成２５年１１月１７日(日) 

６ 開・閉会式  

(1) 総合開会式兼前夜祭 

日  時  平成２５年１１月１４日(木) 午後６時３０分 

      会   場  【総合開会式】福生市市民会館小ホール（つつじホール） 

              住所 福生市福生２４５５ 

              電話 ０４２－５５２－１７１１ 

              【前夜祭】福生市さくら会館３階ホール 

              住所 福生市牛浜１６３ 

              電話 ０４２－５５２－２１２３ 

      なお、競技種目別の開会式は、大会当日に行う。 

  (2) 総合閉会式 

      日   時  平成２５年１１月１７日(日) 午後５時 

      会   場  福生市中央体育館 卓球場 

              住所 福生市北田園２－９－１ 

              電話 ０４２－５５２－５５１１ 

７ 競技種目  

    競技種目は、次のとおりとする。 

バレーボール （家庭婦人） ソフトテニス （男女別団体戦） 

剣    道  （個人戦） ファストピッチソフトボール （男女別） 

バドミントン （男・女ﾀﾞﾌﾞﾙｽ団体戦）スローピッチソフトボール （男子） 

テ  ニ   ス  （男女別団体戦） 軟 式 野 球 （男子） 

ゲートボール （団体戦「混成可」） 陸 上 競 技 （ロードレース） 

インディアカ （男女別） グラウンドゴルフ 
( 団体戦・個人戦 

「男女別」） 

卓    球  （男女別団体戦） サッカー  

綱    引    き      (男女別) 
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７  西多摩地域広域行政圏体育大会委員会 

（１）この大会の運営について重要な事項を定めるため、西多摩地域広域行
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務局職員をもって構成する。 

（３）大会委員会は、次の事項を決定する。 

ア  実施要項 

イ  その他重要事項 

８  その他 

この要項で定めるもののほか、必要事項は別に定める。 

 

［第２３回体育大会実施要項］ 
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    西多摩地域広域行政圏協議会 

    西多摩地域体育協会連絡協議会 

２ 後  援  

    東京都 

 

 

３ 主  管  

    この大会は、第３ブロック（福生市、日の出町）で主管し、運営は実行委員会

を設置して行う。 

４ 実行委員会事務局  

    福生市教育委員会事務局スポーツ推進課 

    住  所   福生市北田園２－９－１（中央体育館内） 

    電   話   ０４２－５５２－５５１１ 

５ 大会期日  

    平成２５年１１月１７日(日) 

６ 開・閉会式  

(1) 総合開会式兼前夜祭 

日  時  平成２５年１１月１４日(木) 午後６時３０分 

      会   場  【総合開会式】福生市市民会館小ホール（つつじホール） 

              住所 福生市福生２４５５ 

              電話 ０４２－５５２－１７１１ 

              【前夜祭】福生市さくら会館３階ホール 

              住所 福生市牛浜１６３ 

              電話 ０４２－５５２－２１２３ 

      なお、競技種目別の開会式は、大会当日に行う。 

  (2) 総合閉会式 

      日   時  平成２５年１１月１７日(日) 午後５時 

      会   場  福生市中央体育館 卓球場 

              住所 福生市北田園２－９－１ 

              電話 ０４２－５５２－５５１１ 

７ 競技種目  

    競技種目は、次のとおりとする。 

バレーボール （家庭婦人） ソフトテニス （男女別団体戦） 

剣    道  （個人戦） ファストピッチソフトボール （男女別） 

バドミントン （男・女ﾀﾞﾌﾞﾙｽ団体戦）スローピッチソフトボール （男子） 

テ  ニ   ス  （男女別団体戦） 軟 式 野 球 （男子） 

ゲートボール （団体戦「混成可」） 陸 上 競 技 （ロードレース） 

インディアカ （男女別） グラウンドゴルフ 
( 団体戦・個人戦 

「男女別」） 

卓    球  （男女別団体戦） サッカー  

綱    引    き      (男女別) 
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８ 競技実施要項  

  (1) 各競技種目団体長は、競技実施要項を作成し、実行委員会が定める日までに

実行委員会事務局へ提出する。 

  (2) 競技実施要項に記載する事項は、次のとおりとする。 

     ア  競技種目（種別）         キ  申込期日   

     イ  日   時                    ク  監督会議 

     ウ  会   場                    ケ  問い合わせ先 

     エ  競技規則及び方法         コ  注意事項 

     オ  チーム編成               サ  その他 

     カ  参加資格 

９ 参加資格  

  (1) ４市３町１村の在住者又は在勤者で、各市町村体育協会若しくは各市町村担

当部署の推薦する者とする。また、細目については、各競技種目団体において

定める。 

  (2) 選手は、１つの競技種目のみ申込みできる。 

10 参加申込み  

  (1) 各市町村体育協会会長は、定められた日までに、所定の用紙により実行委員

会事務局へ提出すること。 

  (2) 申込み内容の変更は、各競技別実施要項で定める。 

11 参加料  

    参加料は、徴収しない。 

12 表  彰  

  (1) 表彰式は、各競技種目別に競技会場で行う。 

  (2) 団体種目の成績１位から３位チームに賞状、カップを授与する。ただし、カ

ップは持ち回りとする。 

  (3) 前年度の１位から３位チームは、各競技種目の開会式においてカップを返還

する。 

13 参加賞  

    大会役員及び選手に参加賞を授与する。 

14 スポーツフェスタ  

日  時  平成２５年１１月１７日(日) 午前１０時 

会 場 羽村市スポーツセンター 第一ホール、第二ホール 

       住所 羽村市羽加美１－２９－５ 電話０４２－５５５－００３３            

15 実施期日  

    この要項は、平成２５年７月２日から実施する。 
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３  競技結果  
競   技   種   目  優    勝  準  優  勝  ３      位  

バ レ ー ボ ー ル  青 梅 市 あ き る 野 市 瑞 穂 町  福 生 市

剣 道  小 林 卓 也 (青) 榎 戸 政 樹 (青) 佐 渡 悠 希  (青) 益 田 匠 (青)

バ ド ミ ン ト ン  あ き る 野 市 福 生 市 青 梅 市   

テ ニ ス  
男  子  羽 村 市 青 梅 市 あ き る 野 市  瑞 穂 町

女  子  あ き る 野 市 青 梅 市 羽 村 市  瑞 穂 町

ゲ ー ト ボ ー ル  福 生 市 Ａ 奥 多 摩 町 Ｂ 羽 村 市 Ａ  あ き る 野 市 Ｂ

イ ン デ ィ ア カ  
男  子  青 梅 市 日 の 出 町 羽 村 市   

女  子  福 生 市 Ａ 福 生 市 Ｂ 青 梅 市 Ａ  あ き る 野 市 Ｂ

卓 球  

男  子  青 梅 市 瑞 穂 町 あ き る 野 市  福 生 市

女  子  青 梅 市 瑞 穂 町 あ き る 野 市  羽 村 市

綱 引 き  
( 奥 多 摩 町 )

奥 多 摩 柔 道 会

( 奥 多 摩 町 )

昭 和 石 材 工 業 所

( 福 生 市 ) 

福 生 消 防 署  
 

ソ フ ト テ ニ ス  
男  子  青 梅 市 羽 村 市 あ き る 野 市   

女  子  青 梅 市 あ き る 野 市 日 の 出 町   

ファストピッチ 

ソフトボール  

男  子  青 梅 市 福 生 市 瑞 穂 町  あ き る 野 市

女  子  福 生 市 羽 村 市 青 梅 市  瑞 穂 町

スローピッチ  

ソフトボール  
男  子  日 の 出 町 福 生 市 羽 村 市  瑞 穂 町

陸

上

競

技
（
ロ

ー

ド

レ

ー

ス

）

一 般 男 子  １０km 中 島 輝 雄 (羽) 宮 本 幸 司 郎 (福) 岡 田 達 明  (青)  

4 0 歳 代 男 子   ５km 寺 島 正 美 (羽) 野 村 照 雄 (青) 須 田 誠  (羽)  

5 0 歳 代 男 子   ５km 佐 野 元 明 (青) 岩 田 道 也 (羽) 篠 原 泰 治 (福)  

6 0 歳 以 上 男 子  ５km 吉 岡 義 幸 (瑞) 真 下 芳 和 (日) 渡 辺 賢 治  (日)  

一 般 女 子  １０km 野 口 知 加 子 (羽) 瀬 川 美 智 代 (羽) 宮 川 知 恵 子  (福)  

4 0 歳 代 女 子 ５km 鬼 頭 由 味 子 (福) 藤 島 理 恵 子 (あ)   

5 0 歳 以 上 女 子  ５km 黒 沢 小 百 合 (青) 本 多 春 江 (あ) 遠 藤 真 可 子 (青)  

軟 式 野 球  福 生 市 瑞 穂 町 青 梅 市  羽 村 市

グラウンドゴルフ 

団 体 戦 あ き る 野 市 日 の 出 町 福 生 市   

個 

人

男  子  山 中 義 則 (日) 志 村 政 雄 (福) 米 山 幸 朗  (日)  

女  子  阿 部 好 子 (あ) 山 﨑 文 子 (福) 吉 岡 保 子  (瑞)  
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サ ッ カ ー
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綱 引 き
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（２）西多摩地域広域行政圏内市町村立図書館広域利用事業 

平成１４年１０月から開始した図書館広域利用事業を更に推進するため、周

知用パンフレットを作成した。 

また、広域利用周知のための広報媒体（パンフレット、しおりなど）の有効

性を検証するためのアンケート調査を実施した。 

ア パンフレット 

(ｱ) 作成部数等  ８，０００部（Ａ５判、本文３３頁） 

(ｲ) 配  布  先   西多摩地域内市町村立図書館３５館  

 

イ アンケート調査 

      (ｱ) 期     間  平成２５年４月１日（月）～６月３０日（火）  

(ｲ) 対 象 者 等 新規広域利用登録者（図書館の受付に用紙を置いて実施） 

(ｳ) 質問事項 広域利用ができることをどこで知りましたか。（複数回答可） 

(ｴ) 結 果 ①知人などから聞いた ３２人（２６％）  

②図書館の職員から聞いた ３２人（２６％） 

③市町村のホームページ １６人（１３％） 

④しおり １４人（１１．４％）  

⑤ガイドブック（パンフレット） １１人（８．９％） 

⑥ポスター １１人（８．９％） 

⑦その他 ７人（５．７％） 合計１２３人（回答者９６人） 

  
（アンケート用紙）

 

ウ 事業実績 

(ｱ) 広域利用登録者累計数（２５年度末）   ３６，６４９人 

(ｲ) 平成２５年度広域利用登録者数        １，８８４人 

内訳       一般 １，５８５人  児童 ２９９人 

(ｳ) 平成２５年度広域登録利用登録者の利用者数及び貸出数 

市町村名 
利用者数 

（人） 

貸出数（冊・件） 

一般書 児童書 雑 誌 視 聴 覚 資 料  合  計 

青梅市 17,098 21,737 9,186 2,965 10,609 44,497 

福生市 22,843 57,723 28,932 7,045 5,853 99,553

羽村市 15,424 33,878 8,050 4,653 7,003 53,584

あきる野市 18,483 39,731 22,161 6,547 5,102 73,541

瑞穂町 1,281 2,313 1,411 291 600 4,615

日の出町 791 1,686 558 106 0 2,350

檜原村 187 374 410 148 102 1,034

奥多摩町 815 1,411 316 126 0 1,853

合  計 76,922 158,853 71,024 21,881 29,269 281,027 

 

 

 

 

［西多摩地域広域行政圏内市町村立図書館の広域利用実施要綱］ 

 

（目的） 

第１条   この要綱は、西多摩地域広域行政圏内市町村立図書館の広域利用に関する

協定に基づき、西多摩地域広域行政圏協議会を構成する青梅市、福生市、羽村市、

あきる野市、瑞穂町、日の出町、檜原村及び奥多摩町（以下「関係市町村」とい

う。）の住民の交流と生涯学習の場を拡充し、文化及び教養の向上に寄与すると

ともに、関係市町村区域内にあるすべての市町村立図書館（以下「図書館」とい

う。）の相互協力を促進し、図書館奉仕の発展を図ることを目的とする。 

（広域利用の実施） 

第２条   前条の目的を達成するため、図書館において、当該住民と同様の利用を関

係市町村の住民に広域的に実施（以下「広域利用」という。）する。 

（図書館の範囲） 

第３条   広域利用を実施する図書館は、関係市町村の図書館とする。 

（利用者の範囲） 

第４条   広域利用の利用者の範囲は、関係市町村に居住する者とする。 
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（条例・規則等の遵守） 

第５条   この要綱に基づき、関係市町村の住民が自己の居住している市町村以外の

図書館を利用するときは、当該図書館の属する市町村の条例・規則等の定めに従

わなければならない。 

（資料の返却） 

第６条   図書館から資料を借り受けた者は、当該図書館にその資料を返却しなけれ

ばならない。 

（個人情報の保護） 

第７条   利用者の個人情報の取扱いについては、利用した図書館の属する関係市町

村の個人情報保護条例によるものとする。 

（連絡会議） 

第８条   この事業の円滑な運営を図るために、必要に応じ西多摩図書館担当者連絡

会議（以下「連絡会議」という。）を開催する。 

２   連絡会議の運営に必要な事項は、関係市町村の図書館長が協議して別に定める。 

（要綱の改廃） 

第９条   この要綱を改正し、又は廃止しようとするときは、関係市町村の教育委員

会が協議し決定するものとする。 

（細目） 

第１０条   この要綱に定めるもののほか、広域利用の実施に必要な細目は、関係市

町村の図書館長が協議し定める。 

附則 

この要綱は、平成１４年１０月１日から施行する。 

 

 

 

［西多摩地域広域行政圏内市町村立図書館の広域利用実施細目］ 

 

第１  趣旨  

この細目は、西多摩地域広域行政圏内市町村立図書館の広域利用実施要綱第１０

条の規程に基づき、広域行政圏内の図書館が関係市町村の住民に対し均一的なサー

ビスを行うため、広域利用の実施に必要な事項を定めるものとする。 

第２  登録方法 

利用者の登録については、関係市町村に居住する者であることを確認する。この

場合において、確認は当該市町村の各図書館で行っている方法によるものとする。 

 

 

第３  貸出資料の範囲  

貸出資料の範囲は、制限しないものとする。ただし、事業の実施に当たっては資

料の貸出利用状況等を勘案し、各図書館の貸出方法によるものとする。 

第４  リクエスト・サービス 

資料のリクエストは、受け付ける。ただし、リクエスト処理については、当該市

町村の図書館の選書、リクエスト運営基準等により判断する。 

第５  督促業務 

延滞資料の督促は、貸出した図書館が行う。ただし、当該延滞資料が長期間にわ

たり返却されない場合又は利用者の転居等特別な事情が生じた場合には、当該利用

者の居住する市町村の図書館は、督促業務が円滑に行われるよう積極的に協力する、

なお、当該利用者のプライバシーについて充分配慮するものとする。 

第６  利用統計等  

広域利用によるサービスの向上発展を期するため、関係市町村の図書館は、利用

統計、利用方法等の情報交換を行う。 

 

附則 

この細目は、平成１４年１０月１日から施行する。 
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（条例・規則等の遵守） 

第５条   この要綱に基づき、関係市町村の住民が自己の居住している市町村以外の

図書館を利用するときは、当該図書館の属する市町村の条例・規則等の定めに従

わなければならない。 

（資料の返却） 

第６条   図書館から資料を借り受けた者は、当該図書館にその資料を返却しなけれ

ばならない。 

（個人情報の保護） 

第７条   利用者の個人情報の取扱いについては、利用した図書館の属する関係市町

村の個人情報保護条例によるものとする。 

（連絡会議） 
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［西多摩地域広域行政圏内市町村立図書館の広域利用実施細目］ 
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 （３）国体用観光パンフレット作成事業  

   国体開催の機運醸成とＰＲを図るとともに、国体を契機とした地域振興を

目的として、国体用観光パンフレットを作成した。 

ア  作成部数 １００，０００部 

イ  内  容 等  

 (ｱ) 冊  子  内  容  西多摩地域で開催される国体競技の紹介および西多

摩のアクティビティ、キャンプ・バーベキュー・釣

り、手作り体験、歴史伝統、温泉宿泊、グルメ、イ

ベント等の観光情報 

         サイズ ２５９ｍｍ×２１０ｍｍ（ＡＢ版） 

       形   式  中綴じ・冊子（本文３８頁） 

(ｲ) マップ 内 容 国体等競技紹介用の西多摩地区マップ（競技種目及び

会場・日程案内含む） 

       形  式  Ｂ３サイズ四つ折り 

ウ そ の 他 国体終了後も観光振興ＰＲに活用できるよう、マップは冊子に

セットする仕様とした。 

  

 

         

 

（４）西多摩地域広域行政圏消費生活相談広域連携事業 

平成１８年８月１日に締結した西多摩地域広域行政圏消費生活広域連携

に関する協定に基づき、西多摩地域広域行政圏消費生活相談広域連携実施要

綱を定め、平成１８年１０月１日から消費生活相談広域連携事業実施してい

る。 

平成２５年度市町村別消費生活相談件数           (単位:件) 

受付市町村  

 

項目 
青梅市 福生市 羽村市 あきる野市 瑞穂町 日の出町 檜原村 奥多摩町 

 

総 合 計

電 話 相 談  
21 

 (26) 

3 

  (6) 

9

 (27)

1

  (0)

3

(0)

0

(0)

0 

(0) 

0 

(0) 

37

  (59)

来 庁 相 談  
3 

(13) 

1 

(0) 

4

(7)

0

(1)

0

(0)

0

  (0)

0 

(0) 

0 

(0) 

8

(21)

合  計  
24 

(39) 

4 

(6) 

13

(34)

1

(1)

3

(0)

0

(0)

0 

(0) 

0 

(0) 

45

(80)

注：（）内は前年度 

 

 事業経費                                                   ０  円 

 

 

 

 

[西多摩地域広域行政圏消費生活相談広域連携に関する協定] 

 

西多摩地域広域行政圏協議会（以下「協議会」という。）を構成する青梅市、福

生市、羽村市、あきる野市、瑞穂町、日の出町、檜原村及び奥多摩町（以下「関係

市町村」という。）は、協議会の目的に沿った広域的な見地に立って、関係市町村

住民の消費生活の安定と向上を図るため、関係市町村住民の消費生活相談について、

相互に連携協力して対応することとし、別紙要綱を定め協定する。 

この協定締結の証として正本８通を作成し、関係市町村はそれぞれ各１通を保有

する。 

 

 平成１８年８月１日 
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[西多摩地域広域行政圏消費生活相談広域連携実施要綱] 

 

(目的) 

第１条 この要綱は、西多摩地域広域行政圏消費生活広域連携に関する協定に基づき、西多摩地域

広域行政圏協議会を構成する青梅市、福生市、羽村市、あきる野市、瑞穂町、日の出町、檜原村

及び奥多摩町(以下「関係市町村」という｡)が消費生活相談業務の相互の連携協力に関する事項を

定め、関係業務の円滑な運営を図ることを目的とする。 

(広域連携事務) 

第２条 前条の目的を達成するため関係市町村は、次の事務を行うものとする。 

一  消費生活相談窓口を設置している関係市町村は、関係市町村住民の消費生活相談に応じるも

のとする。 

二  前号の消費生活相談の内容は、消費者と事業者との間に生じた苦情の処理に係わる斡旋を除

く助言・情報提供とする。 

(関係市町村の取り組み) 

第３条 関係市町村は、第１条の目的を達成するため次の取り組みに努めることとする。 

一  消費生活相談に係る体制を整備すること。 

二  消費者被害の未然防止のため、消費生活に係る教育・広報の機会・手段を充実すること。 

三  消費者被害の未然防止のため、関係市町村は庁内関連組織が連携する体制を確立すること。 

(連絡会議) 

第４条  この事業の円滑な運営を図るため、西多摩地域広域行政圏消費生活相談連絡会議を設置す

るものとする。 

２  連絡会議の運営に必要な事項は、関係市町村の消費生活相談担当課長が協議して別に定める。 

(委任) 

第５条  この要綱に定めるもののほか、消費生活相談の実施に係る必要な事項は、西多摩地域広域

行政圏消費生活相談連絡会議が定める。 

(要綱の改廃) 

第６条 この要綱を改正し、又は廃止しようとするときは、協議会において協議し決定するものと

する。 

    附則 

この要綱は、平成１８年１０月１日から施行する。 

 

５ 西多摩地域広域行政圏協議会ホームページの管理・運用 

 

 （１）ホームページの管理・運用 

西多摩地域広域行政圏協議会の公式サイトとして、サイト名称「西多摩ネットワー  
ク」を平成１３年１２月から運用開始しており、広域行政圏を構成する市町村の連携

活動、西多摩地域の自然環境・歴史文化資産等を圏域内外に紹介している。  
 
 （２）ホームページの再構築 

    地域創出の手法を研究・提案した「地域資源ポテンシャルの活用と情報発信力の向

上に係る調査（平成２０年度、平成２１年度）」を受けて、潜在的な来訪者への効果

的な情報発信を行うウェブサイトとして、平成２３年度に再構築を行った。 

（平成２４年３月１日からリニューアル） 

 

 （３）ホームページアクセス数 

    

 
 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

４月 ７６４ ７６２ １，５９４  
５月 ８４０ １，３９１ １，９０８  
６月 ８４０ １，０８９ １，８６４  
７月 ５４９ １，９０３ １，９４６  
８月 ８３６ ２，０３８ １，６６７  
９月 ６３２ ２，０６４ １，５２８  

１０月 ７６１ １，４４５ １，３２４  
１１月 ６９１ １，３２０ １，４４５  
１２月 ６３３ １，０６９ １，２６６  

１月 ６８９ １，５８８ １，６５５  
２月 １３９ １，２５２ １，３３４  
３月 ７９７ １，４０４ １，３１８  

合 計 ８，１７１ １７，３２５ １８，８４９ 
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３月 ７９７ １，４０４ １，３１８  

合 計 ８，１７１ １７，３２５ １８，８４９ 



40 41
 

６ 後援名義の使用承認 

 

（１） ２５年度承認事業 

  ア 第２２回青梅舞台芸術フェスティバル 

   ①申 請 者 青梅舞台芸術フェスティバル実行委員会委員長 

     ②主催団体 青梅舞台芸術フェスティバル実行委員会 

   ③実施内容  
    【市民が参加できる舞台鑑賞】  
      日 時：５月１８日（土）～８月１日（木） 
      会 場：宗建寺本堂他８会場  
          内 容：やなせななコンサート＆トーク他６演目    
      参加者：延 548 人 

       【市民参加でつくる音楽祭】 

日 時：７月７日（日）  
  会 場：青梅市民会館  

      内 容：アマチュア音楽団体による第 20 回ふれあい音楽祭  
      参加者：445 人  

    【青少年でつくる舞台】  
      日 時：９月１日（日）  
      会 場：羽村市コミュニティーセンター  

内 容：アートＬｉｖｅ  2013 第 12 回青少年演劇祭  
      参加者：150 人    
 

イ 山のふるさと村音楽祭 

   ①申 請 者 山のふるさと村音楽祭実行委員会委員長  

     ②主催団体 山のふるさと村音楽祭実行委員会 

   ③実 施 日 平成２５年１０月２０日（日） 

   ④実施場所 奥多摩町福祉会館 

     ⑤実施内容 歓迎演奏、ポピュラーコンサート、フラメンコ、ジャズ・コンサート、

新日本フィル金管五重奏 

         あわせて、自然環境の場の保護と CO2 削減、ごみの持ち帰り等のマナー

向上の周知を実施した。 

         参加者：約２００人 

    

 

ウ 親子で狂言に親しもう 

   ①申 請 者 特定非営利活動法人 日本伝統芸術文化協会理事長 

     ②主催団体 特定非営利活動法人 日本伝統芸術文化協会 

   ③実 施 日 平成２６年２月１５日（天候不順により中止） 

   ④実施場所 青梅市民会館 

     ⑤実施内容 芸能の技術を後世に継承する人材育成事業。小・中学生、保護者及び市

民を対象とした能楽鑑賞会。 

 

    

 

（２）西多摩地域広域行政圏協議会後援名義使用承認取扱規程 

（目  的） 

第１条 この規程は、西多摩地域広域行政圏協議会（以下「協議会」という。）が圏域 

における各種事業を後援する基準等について、必要な事項を定めることを目的とする。 
（承認の基準） 

第２条 協議会の後援名義の使用承認は、次の各号に掲げるいずれかの団体が実施する事業 

とする。  
 (1) 国、地方公共団体もしくはこれに準ずる団体  
 (2) 福祉関係団体もしくは公益法人その他これらに類する団体  
 (3) 社会教育関係団体  
 (4) その他協議会会長（以下「会長」という。）が特に認める団体  
２  協議会の後援名義の使用承認は、次に掲げる要件を備えていなければならない。  
 (1) 事業内容が圏域住民の福祉、教育、芸術、文化等の向上に寄与するもので、かつ、

公益性があるものであること。ただし、営利活動、政治活動または宗教活動と認めら

れるものを除く。  
 (2) 協議会を構成する市町村の行政運営に関する一般方針に反しないものであること。 
 (3) 事業対象が圏域住民または相当な範囲のものを対象とするものであること。  
 (4) 主催者の存在が明確で、事業遂行能力が十分あると判断されるものであること。  
 (5) 入場料その他これに類するものを徴しないこと。ただし、やむを得ず入場料その

他これに類するものを徴収する場合は、当該事業の運営にかかる必要最小限の経費で、

かつ、適正な範囲の額とする。  
 (6) 開催場所の公衆衛生、災害防止等に関する十分な配慮が講じられ、公序良俗に反

しないこと。  
 (7) 前各号に掲げるもののほか、会長が特に必要と認める要件を満たすこと。  
（申請の手続） 

第３条 事業を行う団体が当該事業の後援を受けようとするときは、あらかじめ後援名 

義使用申請書（様式第１号）に必要書類を添付し、事業開始の１か月前までに、会長

に提出しなければならない。ただし、様式第１号によらない申請の場合は、当該様式

に準じた申請書によるものとする。  
（承認の条件） 

第４条 会長は、前条の申請にもとづき、後援名義使用を承認したときは、次の各号に 
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掲げる条件を付して、後援名義使用承認書（様式第２号）を当該申請者に交付するも

のとする。  
 (1)  後援名義使用承認期間は、承認した日から当該事業終了の日までとし、長期にわ

たるものは２か月を限度とする。ただし、事業の性質上やむを得ない場合は、この限

りでない。  
 (2)  後援名義使用は、申請された事業についてのみ使用承認する。  
 (3)  公告、パンフレットその他印刷物を作成する場合は、事前に原稿等を提出するこ

と。  
 (4)  事業の実施に関し発生した事故について、協議会は一切の責任を負わない。  
（承認の取消し） 

第５条 承認団体が、次の各号のいずれかに該当したときは、承認を取り消し、後援名 

義使用取消通知書（様式第３号）により通知するものとする。  
 (1)  虚偽の申請により事業の後援の承認を受けたとき。  
 (2)  後援名義使用の承認を辞退したとき。  
 (3)  この規程に違反したとき。  
 (4)  名義を他人に譲渡または転貸したとき。  
 (5)  承認事項に変更が生じたとき。  
（実績報告） 

第６条 承認団体は、当該事業を終了したときは、速やかに後援事業実績報告書（様式 

第４号）を提出しなければならない。  
（委  任） 

第７条 この規程に定めるもののほか必要な事項は、会長が定める。  
  付  則  
  この規程は、平成１５年７月１６日から施行する。  

(1)  総  括  表

一般会計
（単位：円）

区　 　　分 平成２５年度 平成２４年度 備   考

収 入 済 額 2,615,740 2,993,043

支 出 済 額 1,908,117 1,939,078

差 引 残 額 707,623 1,053,965

   差引残額の７０７，６２３円は、２６年度へ繰り越す。

西多摩地域広域行政圏体育大会特別会計
（単位：円）

区　　　 分 平成２５年度 平成２４年度 備   考

収 入 済 額 8,000,000 8,000,000

支 出 済 額 8,000,000 8,000,000

差 引 残 額 0 0

西多摩地域広域行政圏内市町村立図書館広域利用事業特別会計
（単位：円）

区　　　 分 平成２５年度 平成２４年度 備   考

収 入 済 額 387,996 395,758

支 出 済 額 386,400 388,762

差 引 残 額 1,596 6,996

   差引残額の１，５９６円は、２６年度へ繰り越す。

国体用観光パンフレット作成事業特別会計
（単位：円）

区　　　 分 平成２５年度 平成２４年度 備   考

収 入 済 額 7,350,000 0

支 出 済 額 7,350,000 0

差 引 残 額 0 0

７　平成２５年度歳入歳出決算
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（単位：円）

予算現額 収入済額 過不足額 区    分 金    額

1,557,000 1,557,000 0

1,557,000 1,557,000 0

１ 負 担 金 1,557,000 1,557,000 0 １負担金 1,557,000

959,000 1,053,965 94,965

959,000 1,053,965 94,965

１ 繰 越 金 959,000 1,053,965 94,965 １前年度繰越金 1,053,965 1,053,965

5,000 4,775 △ 225

1,000 0 △ 1,000

１預金利子 1,000 0 △ 1,000 １預金利子 0

4,000 4,775 775

1 雑 入 4,000 4,775 775 1 雑入 4,775 4,775

2,521,000 2,615,740 94,740

（単位：円）

当初予算額 流用増減額 計 区  分 金  額

455,000 455,000 393,200 61,800 １協議会・副市町村長会経費

455,000 455,000 393,200 61,800   食糧費 4,100

１ 会 議 費 455,000 455,000 １報  酬 370,000 370,000 0 ２幹事会・事務局会議経費

11需用費 85,000 23,200 61,800   食糧費 10,500

３部会分科会経費

  食糧費 2,700

４審議会経費

  委員報酬 370,000

  食糧費 5,900

不用額 説    明支出済額

奥  多  摩  町

  平成２４年度からの繰越金

２ 繰 越 金

１ 繰 越 金

科    目

0

  雇用保険料

瑞    穂    町

  市町村負担額

１ 預 金 利 子

２ 雑 入

一般会計

（ 歳 入 ）

３ 諸 収 入

65,000

75,000

284,000

  普通預金利子収入

歳 入 合 計

あ き る 野 市

(2)平成２５年度歳入歳出決算事項別明細書

青    梅    市

福    生    市

羽    村    市 216,000

１ 負 担 金

説                   明

440,000

221,000

１分担金及び負担金

１ 会 議 費

１ 会 議 費

予      算      現      額

（ 歳 出 ）

科    目

151,000

105,000日  の  出  町

檜    原    村

（単位：円）

当初予算額 流用増減額 計 区  分 金  額

1,756,000 0 1,756,000 1,326,274 429,726 １協議会事務局経費

1,756,000 0 1,756,000 1,326,274 429,726 共 済 費 15,866

１ 事 務 費 1,756,000 0 1,756,000 ４共済費 20,000 15,866 4,134 臨時職員 954,695

７賃  金 971,000 954,695 16,305   普通旅費 17,570

９旅  費 236,000 17,570 218,430   特別旅費 0

10交際費 60,000 580 59,420   交 際 費 580

11需用費 214,000 129,083 84,917   消耗品等 66,608

12役務費 54,000 17,000 37,000   印 刷 費 62,475

14使用料及び 187,000 186,480 520   郵 送 料 17,000

  賃借料   賃 借 料 186,480

19負担金補助 14,000 5,000 9,000   負 担 金 5,000

　及び交付金

20,000 0 20,000 0 20,000 １要望等活動経費

20,000 0 20,000 0 20,000   需 用 費 0

１ 活 動 費 20,000 0 20,000 11需用費 20,000 0 20,000

190,000 0 190,000 188,643 1,357

190,000 0 190,000 188,643 1,357   通信運搬費 62,643

１調査研究費 190,000 0 190,000 12役務費 64,000 62,643 1,357   保守委託料 126,000

13委託料 126,000 126,000 0

100,000 0 100,000 0 100,000

100,000 0 100,000 0 100,000

１ 予 備 費 100,000 0 100,000 100,000 0 100,000

2,521,000 0 2,521,000 1,908,117 612,883

歳入歳出差引残額　７０７，６２３円  ２６年度へ繰越

西多摩地域広域行政圏協議会会長    竹 内 俊 夫

１西多摩ネットワーク事業費

３ 活 動 費

５ 予 備 費

平成26年7月10日

１調査研究費

広域行政圏整備推進協議会負
担金           5,000
全国広域行政圏事務局長
会議負担金　　 　　0

１ 活 動 費

予      算      現      額

４ 調 査 研 究 費

１ 予 備 費

歳 出 合 計

科    目

１ 事 務 費

２ 事 務 費

支出済額 不用額 説    明
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（単位：円）

予算現額 収入済額 過不足額 区    分 金    額

1,557,000 1,557,000 0

1,557,000 1,557,000 0

１ 負 担 金 1,557,000 1,557,000 0 １負担金 1,557,000

959,000 1,053,965 94,965

959,000 1,053,965 94,965

１ 繰 越 金 959,000 1,053,965 94,965 １前年度繰越金 1,053,965 1,053,965

5,000 4,775 △ 225

1,000 0 △ 1,000

１預金利子 1,000 0 △ 1,000 １預金利子 0

4,000 4,775 775

1 雑 入 4,000 4,775 775 1 雑入 4,775 4,775

2,521,000 2,615,740 94,740

（単位：円）

当初予算額 流用増減額 計 区  分 金  額

455,000 455,000 393,200 61,800 １協議会・副市町村長会経費

455,000 455,000 393,200 61,800   食糧費 4,100

１ 会 議 費 455,000 455,000 １報  酬 370,000 370,000 0 ２幹事会・事務局会議経費

11需用費 85,000 23,200 61,800   食糧費 10,500

３部会分科会経費

  食糧費 2,700

４審議会経費

  委員報酬 370,000

  食糧費 5,900

不用額 説    明支出済額

奥  多  摩  町

  平成２４年度からの繰越金

２ 繰 越 金

１ 繰 越 金

科    目

0

  雇用保険料

瑞    穂    町

  市町村負担額

１ 預 金 利 子

２ 雑 入

一般会計

（ 歳 入 ）

３ 諸 収 入

65,000

75,000

284,000

  普通預金利子収入

歳 入 合 計

あ き る 野 市

(2)平成２５年度歳入歳出決算事項別明細書

青    梅    市

福    生    市

羽    村    市 216,000

１ 負 担 金

説                   明

440,000

221,000

１分担金及び負担金

１ 会 議 費

１ 会 議 費

予      算      現      額

（ 歳 出 ）

科    目

151,000

105,000日  の  出  町

檜    原    村

（単位：円）

当初予算額 流用増減額 計 区  分 金  額

1,756,000 0 1,756,000 1,326,274 429,726 １協議会事務局経費

1,756,000 0 1,756,000 1,326,274 429,726 共 済 費 15,866

１ 事 務 費 1,756,000 0 1,756,000 ４共済費 20,000 15,866 4,134 臨時職員 954,695

７賃  金 971,000 954,695 16,305   普通旅費 17,570

９旅  費 236,000 17,570 218,430   特別旅費 0

10交際費 60,000 580 59,420   交 際 費 580

11需用費 214,000 129,083 84,917   消耗品等 66,608

12役務費 54,000 17,000 37,000   印 刷 費 62,475

14使用料及び 187,000 186,480 520   郵 送 料 17,000

  賃借料   賃 借 料 186,480

19負担金補助 14,000 5,000 9,000   負 担 金 5,000

　及び交付金

20,000 0 20,000 0 20,000 １要望等活動経費

20,000 0 20,000 0 20,000   需 用 費 0

１ 活 動 費 20,000 0 20,000 11需用費 20,000 0 20,000

190,000 0 190,000 188,643 1,357

190,000 0 190,000 188,643 1,357   通信運搬費 62,643

１調査研究費 190,000 0 190,000 12役務費 64,000 62,643 1,357   保守委託料 126,000

13委託料 126,000 126,000 0

100,000 0 100,000 0 100,000

100,000 0 100,000 0 100,000

１ 予 備 費 100,000 0 100,000 100,000 0 100,000

2,521,000 0 2,521,000 1,908,117 612,883

歳入歳出差引残額　７０７，６２３円  ２６年度へ繰越

西多摩地域広域行政圏協議会会長    竹 内 俊 夫

１西多摩ネットワーク事業費

３ 活 動 費

５ 予 備 費

平成26年7月10日

１調査研究費

広域行政圏整備推進協議会負
担金           5,000
全国広域行政圏事務局長
会議負担金　　 　　0

１ 活 動 費

予      算      現      額

４ 調 査 研 究 費

１ 予 備 費

歳 出 合 計

科    目

１ 事 務 費

２ 事 務 費

支出済額 不用額 説    明
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（単位：円）

予算現額 収入済額 過不足額 区    分 金    額

8,000,000 8,000,000 0

8,000,000 8,000,000 0

１ 西 多 摩 地 域 8,000,000 8,000,000 0 １負担金 8,000,000

広 域 行 政 圏

体育大会負担金

8,000,000 8,000,000 0

（単位：円）

当初予算額 流用増減額 計 区  分 金  額

8,000,000 8,000,000 8,000,000 0

8,000,000 8,000,000 8,000,000 0

１ 西 多 摩 地 域 8,000,000 8,000,000 13委託料 8,000,000 8,000,000 0

広域行政圏体育

大会開催事業費 8,000,000

8,000,000 8,000,000 8,000,000 0

西多摩地域広域行政圏協議会会長    竹 内 俊 夫

大会開催事業費

１ 負 担 金

１ 事 業 費

（ 歳 出 ）

歳 出 合 計

科    目
予      算      現      額

瑞    穂    町

日  の  出  町

不用額

檜    原    村

広域行政圏体育

１ 西 多 摩 地 域

１分担金及び負担金

支出済額

科    目

（ 歳 入 ）

西多摩地域広域行政圏体育大会特別会計

平成26年7月10日

 歳入歳出差引残額   ０円

奥  多  摩  町

歳 入 合 計

羽    村    市

384,000

説    明

福    生    市

1,112,000

青    梅    市

説        明

2,260,000

あ き る 野 市 1,459,000

541,000

334,000

1,134,000

  市町村負担額

776,000

西多摩地域広域行政圏体
育大会開催委託料

（単位：円）

予算現額 収入済額 過不足額 区    分 金    額

381,000 381,000 0

381,000 381,000 0

１ 西 多 摩 地 域 381,000 381,000 0 １負担金 381,000

広 域 行 政 圏 内

市町村立図書館

広 域 利 用 事 業

負 担 金

6,000 6,996 996

１繰　越　金 6,000 6,996 996

１繰 越 金 6,000 6,996 996 １前年度繰越金 6,996 6,996

387,000 387,996 996

（単位：円）

当初予算額 流用増減額 計 区  分 金  額

387,000 387,000 386,400 600

387,000 387,000 386,400 600

１ 西 多 摩 地 域 387,000 387,000 11需用費 387,000 386,400 600

広 域 行 政 圏 内

市町村立図書館 386,400

広域利用事業費

387,000 387,000 386,400 600

 歳入歳出差引残額  １，５９６円　　２６年度へ繰越

西多摩地域広域行政圏協議会会長    竹 内 俊 夫

説    明

歳 出 合 計

１ 西 多 摩 地 域

科    目
予      算      現      額

１ 事 業 費

支出済額

広 域 行 政 圏 内

市町村立図書館広域利用
周知用パンフレット印刷
製本費

広 域 利 用 事 業 費

不用額

日  の  出  町

市 町 村 立 図 書 館

奥  多  摩  町

（ 歳 出 ）

歳 入 合 計

あ き る 野 市

瑞    穂    町

２　繰　越　金

平成２４年度からの繰越金

18,000

16,000

１分担金及び負担金   市町村負担額

１ 負 担 金 青    梅    市 108,000

福    生    市 54,000

羽    村    市 53,000

（ 歳 入 ）

説        明

西多摩地域広域行政圏内市町村立図書館広域利用事業特別会計

科    目

69,000

37,000

26,000

檜    原    村

平成26年7月10日
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（単位：円）

予算現額 収入済額 過不足額 区    分 金    額

8,000,000 8,000,000 0

8,000,000 8,000,000 0

１ 西 多 摩 地 域 8,000,000 8,000,000 0 １負担金 8,000,000

広 域 行 政 圏

体育大会負担金

8,000,000 8,000,000 0

（単位：円）

当初予算額 流用増減額 計 区  分 金  額

8,000,000 8,000,000 8,000,000 0

8,000,000 8,000,000 8,000,000 0

１ 西 多 摩 地 域 8,000,000 8,000,000 13委託料 8,000,000 8,000,000 0

広域行政圏体育

大会開催事業費 8,000,000

8,000,000 8,000,000 8,000,000 0

西多摩地域広域行政圏協議会会長    竹 内 俊 夫

大会開催事業費

１ 負 担 金

１ 事 業 費

（ 歳 出 ）

歳 出 合 計

科    目
予      算      現      額

瑞    穂    町

日  の  出  町

不用額

檜    原    村

広域行政圏体育

１ 西 多 摩 地 域

１分担金及び負担金

支出済額

科    目

（ 歳 入 ）

西多摩地域広域行政圏体育大会特別会計

平成26年7月10日

 歳入歳出差引残額   ０円

奥  多  摩  町

歳 入 合 計

羽    村    市

384,000

説    明

福    生    市

1,112,000

青    梅    市

説        明

2,260,000

あ き る 野 市 1,459,000

541,000

334,000

1,134,000

  市町村負担額

776,000

西多摩地域広域行政圏体
育大会開催委託料

（単位：円）

予算現額 収入済額 過不足額 区    分 金    額

381,000 381,000 0

381,000 381,000 0

１ 西 多 摩 地 域 381,000 381,000 0 １負担金 381,000

広 域 行 政 圏 内

市町村立図書館

広 域 利 用 事 業

負 担 金

6,000 6,996 996

１繰　越　金 6,000 6,996 996

１繰 越 金 6,000 6,996 996 １前年度繰越金 6,996 6,996

387,000 387,996 996

（単位：円）

当初予算額 流用増減額 計 区  分 金  額

387,000 387,000 386,400 600

387,000 387,000 386,400 600

１ 西 多 摩 地 域 387,000 387,000 11需用費 387,000 386,400 600

広 域 行 政 圏 内

市町村立図書館 386,400

広域利用事業費

387,000 387,000 386,400 600

 歳入歳出差引残額  １，５９６円　　２６年度へ繰越

西多摩地域広域行政圏協議会会長    竹 内 俊 夫

説    明

歳 出 合 計

１ 西 多 摩 地 域

科    目
予      算      現      額

１ 事 業 費

支出済額

広 域 行 政 圏 内

市町村立図書館広域利用
周知用パンフレット印刷
製本費

広 域 利 用 事 業 費

不用額

日  の  出  町

市 町 村 立 図 書 館

奥  多  摩  町

（ 歳 出 ）

歳 入 合 計

あ き る 野 市

瑞    穂    町

２　繰　越　金

平成２４年度からの繰越金

18,000

16,000

１分担金及び負担金   市町村負担額

１ 負 担 金 青    梅    市 108,000

福    生    市 54,000

羽    村    市 53,000

（ 歳 入 ）

説        明

西多摩地域広域行政圏内市町村立図書館広域利用事業特別会計

科    目

69,000

37,000

26,000

檜    原    村

平成26年7月10日
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（単位：円）

予算現額 収入済額 過不足額 区    分 金    額

7,350,000 7,350,000 0

7,350,000 7,350,000 0

１ 国 体 用 観 光 7,350,000 7,350,000 0 １負担金 7,350,000

パ ン フ レ ッ ト

作成事業負担金

7,350,000 7,350,000 0

（単位：円）

当初予算額 流用増減額 計 区  分 金  額

7,350,000 7,350,000 7,350,000 0

7,350,000 7,350,000 7,350,000 0

7,350,000 7,350,000 13委託料 7,350,000 7,350,000 0

7,350,000

7,350,000 7,350,000 7,350,000 0

 歳入歳出差引残額   ０円

西多摩地域広域行政圏協議会会長    竹 内 俊 夫

国体用観光パンフレット作成事業特別会計

（ 歳 入 ）

科    目 説        明

１分担金及び負担金 市町村負担額

１ 負 担 金 青    梅    市 2,076,000

瑞    穂    町 713,000

福    生    市 1,042,000

羽    村    市 1,022,000

1,341,000

歳 入 合 計

（ 歳 出 ）

日  の  出  町 497,000

檜    原    村 306,000

あ き る 野 市

１ 事 業 費

科    目
予      算      現      額

支出済額

歳 出 合 計

1　国体用観光
パンフレット
作成事業費

1　国体用
観光パンフ
レット作成
事業費

国体用観光パンフレット
作成委託料

平成26年7月10日

説    明不用額

奥  多  摩  町 353,000

 

８ 実施計画事業に対する財源確保状況 
 
（１）東京都市町村総合交付金（圏域分）充当事業 

ア  共同事業 

  （単位：千円）  

区 分  

計画の策定

および推進

事務（調査

研究費のみ

対象）  

西多摩地域 
広域行政圏 
体育大会 

西多摩地域

広域行政圏

内市町村立

図書館広域

利用事業  

国体用観光パ

ンフレット作

成事業 合 計 交 付 金 額

負   担   金  １，５５７ ８，０００ ３８１ ７，３５０ １７，２８８ １２，９８５

 
青 梅 市  ４４０ ２，２６０ １０８ ２，０７６ ４，８８４ ３，６７１

福 生 市  ２２１ １，１３４ ５４ １，０４２ ２，４５１ １，８４１

羽 村 市  ２１６ １，１１２ ５３ １，０２２ ２，４０３ １，８０５

あ き る 野 市 ２８４ １，４５９ ６９ １，３４１ ３，１５３ ２，３６９

瑞 穂 町  １５１ ７７６ ３７ ７１３ １，６７７ １，２５９

日 の 出 町  １０５ ５４１ ２６ ４９７ １，１６９ ８７７

檜 原 村  ６５ ３３４ １６ ３０６ ７２１ ５４１

奥 多 摩 町  ７５ ３８４ １８ ３５３ ８３０ ６２２

 
 
 
 イ  個別事業 

   該当なし 
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（単位：円）

予算現額 収入済額 過不足額 区    分 金    額

7,350,000 7,350,000 0

7,350,000 7,350,000 0

１ 国 体 用 観 光 7,350,000 7,350,000 0 １負担金 7,350,000

パ ン フ レ ッ ト

作成事業負担金

7,350,000 7,350,000 0

（単位：円）

当初予算額 流用増減額 計 区  分 金  額

7,350,000 7,350,000 7,350,000 0

7,350,000 7,350,000 7,350,000 0

7,350,000 7,350,000 13委託料 7,350,000 7,350,000 0

7,350,000

7,350,000 7,350,000 7,350,000 0

 歳入歳出差引残額   ０円

西多摩地域広域行政圏協議会会長    竹 内 俊 夫

国体用観光パンフレット作成事業特別会計

（ 歳 入 ）

科    目 説        明

１分担金及び負担金 市町村負担額

１ 負 担 金 青    梅    市 2,076,000

瑞    穂    町 713,000

福    生    市 1,042,000

羽    村    市 1,022,000

1,341,000

歳 入 合 計

（ 歳 出 ）

日  の  出  町 497,000

檜    原    村 306,000

あ き る 野 市

１ 事 業 費

科    目
予      算      現      額

支出済額

歳 出 合 計

1　国体用観光
パンフレット
作成事業費

1　国体用
観光パンフ
レット作成
事業費

国体用観光パンフレット
作成委託料

平成26年7月10日

説    明不用額

奥  多  摩  町 353,000

 

８ 実施計画事業に対する財源確保状況 
 
（１）東京都市町村総合交付金（圏域分）充当事業 

ア  共同事業 

  （単位：千円）  

区 分  

計画の策定

および推進

事務（調査

研究費のみ

対象）  

西多摩地域 
広域行政圏 
体育大会 

西多摩地域

広域行政圏

内市町村立

図書館広域

利用事業  

国体用観光パ

ンフレット作

成事業 合 計 交 付 金 額

負   担   金  １，５５７ ８，０００ ３８１ ７，３５０ １７，２８８ １２，９８５
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 イ  個別事業 

   該当なし 
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付 属 資 料  
 

○ 西多摩地域広域行政圏協議会規約 

 

   第１章 総則 

 （目  的） 

第１条 この協議会は、西多摩地域の一体的整備と住民の福祉増進を図るため、広域行政圏

計画の策定及び広域行政圏に関する必要な事務の連絡調整を行うことを目的とする。 

 （名  称） 

第２条 この協議会は、西多摩地域広域行政圏協議会（以下「協議会」という。）という。 

 （協議会を設ける市町村） 

第３条  協議会は、次に掲げる市町村（以下「関係市町村」という。）が、これを設ける。 

  １ 青梅市  

 ２ 福生市  

 ３ 羽村市 

 ４ あきる野市 

 ５ 瑞穂町 

 ６ 日の出町 

 ７ 檜原村 

 ８ 奥多摩町 

 （担任事務） 

第４条  協議会は、次に掲げる事務を行う。 

 １ 広域行政圏計画の策定に関すること。 

 ２ 広域行政圏計画の実施の連絡調整に関すること。 

 ３ 前２号に掲げるもののほか、協議会の目的達成のために必要な事項に関すること。 

 （事務所） 

第５条 協議会の事務所は、会長の属する市町村の事務所内に置く。 

 

   第２章 組織 

 （組  織） 

第６条  協議会は、会長及び委員７人をもって組織する。 

２ 会長は、関係市町村長が協議して定めた市町村長をもって、これに充てる。 

３ 委員は、会長を除く関係市町村長をもって、これに充てる。 

４ 会長の任期は、２年とする。 

５ 会長及び委員は、非常勤とする。 

 （会長の職務代理） 

第７条  会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、会長があらかじめ指定した委員が会

長の職務を代理する。 

 （事務局及び職員） 

第８条  協議会に事務局を置く。 

２ 事務局に事務局長、事務局次長及びその他の職員（以下「職員」という。）を置く。 

 

３ 職員は、関係市町村長の協議により、当該市町村の職員のうちから会長が選任する。 

４ 職員は、会長の命を受け協議会の事務を処理する。 

 

   第３章 会    議 

 （会  議） 

第９条 協議会の会議は、協議会の事務に関する基本的な事項を決定する。 

 （会議の招集） 

第 10 条 協議会の会議は、会長がこれを招集する。 

２ 会長は、委員の半数以上の者から会議の招集の請求があるときはこれを招集しなければ

ならない。 

３ 会議開催の場所及び日時は、会議に付すべき事件とともに、会長があらかじめこれを委

員に通知しなければならない。 

 （会議の運営） 

第 11 条 協議会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

２ 会長は、協議会の会議の議長となる。 

３ 協議会の会議の議事、その他会議の運営に関し必要な事項は、協議会の会議で定める。 

 （幹事会等） 

第 12 条 第４条に掲げる事務のうち、基本的事項以外の事項で、協議会の会議で定めるもの

を処理するため、協議会に幹事会等を置くことができる。 

２ 幹事会等の組織及び運営に関して必要な事項は、協議会の会議に諮って会長が別に定め

る。 

 （審議会） 

第 13 条 協議会は、協議会の諮問に応じ重要な事項について調査審議する審議会を置くこと

ができる。 

２ 審議会の組織及び運営に関して必要な事項は、協議会の会議に諮って会長が別に定める。 

 

   第４章 財  務  

 （経費の支弁の方法）  

第 14 条 協議会の事務に要する費用は、関係市町村が負担する。 

２ 前項の規定により関係市町村が負担すべき額は、協議会の会議において定める。 

３ 関係市町村は、前項の規定による負担金を協議会に納付しなければならない。 

 （歳入歳出予算） 

第 15 条 協議会の予算は、前条第３項の規定により納付される負担金及び補助金、繰越金そ

の他の収入をその歳入とし、協議会の事務に要するすべての経費を歳出とする。 

２ 会長は、毎会計年度予算を調製し、年度開始前に協議会の会議を経なければならない。 

３ 協議会の会計年度は、地方公共団体の会計年度による。 

４ 会長は、第２項の規定により予算が協議会の会議を経たときは、当該予算の写しを速や

かに関係市町村長に送付しなければならない。 

 （予算の補正） 

第 16 条 会長は、協議会に係る既定予算に追加または変更を加える必要があると認めるとき

は、補正予算を調製し、協議会の会議に諮らなければならない。 
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２  前項の規定により、補正予算が協議会の会議を経たときは、前条第４項の規定を準用す

る。 

 （出納および現金の保管） 

第 17 条 協議会の出納は、会長が行う。 

２  協議会に属する現金は、会長が協議会の会議を経て定める銀行その他の金融機関に、こ

れを預け入れなければならない。 

 （出納員）   

第 18 条 会長は、職員のうちから協議会出納員を命ずることができる。 

２ 協議会出納員は、会長の命を受けて協議会の出納その他の会計事務をつかさどる。 

 （決算等） 

第 19 条 会長は、毎会計年度終了後２か月以内に決算を調製し、会長が協議会の会議に諮っ

て指名する委員の監査に付した後、協議会の会議の認定を経なければならない。 

２ 前項の規定により、決算が協議会の認定を経たときは、会長は、当該決算の写しを速や

かに関係市町村長に送付しなければならない。 

 （その他の財務に関する事項） 

第 20 条 この規約に特別の定めがあるもののほか協議会の財務に関しては、地方自治法（昭

和２２年法律第６７号）に定める普通地方公共団体の財務に関する手続きの例による。 

 

    第５章 補  則 

 （事務処理の状況報告等） 

第 21 条 協議会は、少なくとも１回以上、協議会の事務の処理状況を記載した書類を関係市

町村長に提出するものとする。 

 （費用弁償等）     

第 22 条 会長、委員及び職員は、その職務を行うために要する費用の弁償等を受けることが

できる。 

２ 前項の費用弁償等の額および支給方法は、規程で定める。 

 （協議会解散の場合の措置） 

第 23 条 協議会が解散した場合においては、関係市町村が協議によりその事務を承継する。

この場合においては、協議会の収支は、解散の日をもって打ち切り、会長であった者がこ

れを決算する。 

 （協議会の規程） 

第 24 条 協議会は、この規約に定めるものを除くほか、協議会の担任する事務の管理及び執

行その他協議会に関して必要な規程を設けることができる。 

 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この規約は、昭和５８年７月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 協議会が設けられた年度の予算に関しては、第１５条第２項中「年度開始前に」とある

のは、「速やかに」と読み替えるものとする。 

 

 

   附 則 

 この規約は、平成３年１１月１日から施行する。 

   附 則 

 この規約は、平成７年９月１日から施行する。 
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○ 西多摩地域広域行政圏協議会審議会規程 

 

 （目  的） 

第１条  この規程は、西多摩地域広域行政圏協議会規約第１３条第２項の規定に基づき、審

議会の組織および運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （名  称） 

第２条  この審議会は、西多摩地域広域行政圏協議会審議会（以下「審議会」という。）と

いう。 

  （所掌事務）  

第３条  審議会は、西多摩地域広域行政圏協議会（以下「協議会」という。）会長の諮問に

応じ、または協議会会長が必要と認めた事項について調査審議する。 

 （組  織） 

第４条  審議会は、委員２４人以内で組織する。 

 （委  員） 

第５条  審議会委員は、協議会の関係市町村の議会議員のうちから協議会会長が委嘱する。 

 （任  期） 

第６条  審議会委員の任期は２年とする。ただし、補欠委員の任期は前任者の残任期間とす

る。 

 （会長および副会長） 

第７条  審議会に会長および副会長を置く。 

２ 会長および副会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 （会  議） 

第８条  会議は、全体会議および代表者会議とする。 

２ 全体会議および代表者会議は、協議会会長が、必要に応じて招集し、審議会会長がその

議長となる。 

３ 会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

 （報  酬） 

第９条  委員の報酬および費用弁償の支給については、別に規程で定める。 

 （経費の支弁） 

第 10 条 審議会の事務の管理および執行に要する費用は協議会が負担する。 

 （庶  務） 

第 11 条 審議会の庶務は、協議会の事務局がこれを行う。 

 （雑  則） 

第 12 条 この規程に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、協議会会長が

定める。 

 

   附 則 

 この規程は、昭和５８年７月１５日から施行する。 

  附 則 

 この規程は、平成４年１０月８日から施行する。 

 

 

  附 則 

 この規程は、平成６年８月５日から施行する。 

  附 則 

 この規程は、平成７年９月１日から施行する。 

 

 

 

 

（平成６年８月５日第８条（会議）の一部改正時に決定した会議の運営に関する合意事項） 

１  会議は、原則として年２回定例的に開催し、１回は全体会議、１回は代表者会議とす

る。 

２  代表者会議の委員は、構成市町村議会議長とする。 

３  全体会議は予算及び基本計画の策定等について、代表者会議は決算及び事業の報告等

について審議する。 
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○ 西多摩地域広域行政圏協議会審議会規程 

 

 （目  的） 

第１条  この規程は、西多摩地域広域行政圏協議会規約第１３条第２項の規定に基づき、審

議会の組織および運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （名  称） 

第２条  この審議会は、西多摩地域広域行政圏協議会審議会（以下「審議会」という。）と

いう。 

  （所掌事務）  

第３条  審議会は、西多摩地域広域行政圏協議会（以下「協議会」という。）会長の諮問に

応じ、または協議会会長が必要と認めた事項について調査審議する。 

 （組  織） 

第４条  審議会は、委員２４人以内で組織する。 

 （委  員） 

第５条  審議会委員は、協議会の関係市町村の議会議員のうちから協議会会長が委嘱する。 

 （任  期） 

第６条  審議会委員の任期は２年とする。ただし、補欠委員の任期は前任者の残任期間とす

る。 

 （会長および副会長） 

第７条  審議会に会長および副会長を置く。 

２ 会長および副会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 （会  議） 

第８条  会議は、全体会議および代表者会議とする。 

２ 全体会議および代表者会議は、協議会会長が、必要に応じて招集し、審議会会長がその

議長となる。 

３ 会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

 （報  酬） 

第９条  委員の報酬および費用弁償の支給については、別に規程で定める。 

 （経費の支弁） 

第 10 条 審議会の事務の管理および執行に要する費用は協議会が負担する。 

 （庶  務） 

第 11 条 審議会の庶務は、協議会の事務局がこれを行う。 

 （雑  則） 

第 12 条 この規程に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、協議会会長が

定める。 

 

   附 則 

 この規程は、昭和５８年７月１５日から施行する。 

  附 則 

 この規程は、平成４年１０月８日から施行する。 

 

 

  附 則 

 この規程は、平成６年８月５日から施行する。 

  附 則 

 この規程は、平成７年９月１日から施行する。 

 

 

 

 

（平成６年８月５日第８条（会議）の一部改正時に決定した会議の運営に関する合意事項） 

１  会議は、原則として年２回定例的に開催し、１回は全体会議、１回は代表者会議とす

る。 

２  代表者会議の委員は、構成市町村議会議長とする。 

３  全体会議は予算及び基本計画の策定等について、代表者会議は決算及び事業の報告等

について審議する。 
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○ 西多摩地域広域行政圏協議会副市町村長会規程            

 

  （目 的） 

第１条 この規程は、西多摩地域広域行政圏協議会（以下「協議会」という。）規約第 24 条

の規定に基づき、協議会に副市町村長会を置くことに関し必要な事項を定めるものとする。 

  （名 称） 

第２条 この副市町村長会は、西多摩地域広域行政圏協議会副市町村長会（以下「副市町村

長会」という。）という。 

  （所掌事務） 

第３条  副市町村長会の所掌事務は、次のとおりとする。 

（１）協議会の会議に付議すべき重要な事項の協議 

（２）協議会の目的達成のための調査、研究 

（３）その他副市町村長会が必要と認めた事項 

  （組 織） 

第４条 副市町村長会は、関係市町村の副市町村長をもって組織する。 

２ 会長は、関係市町村の副市町村長が協議して定めた副市町村長をもって、これに充てる。 

３ 会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、会長があらかじめ指定した副市町村長が

会長の職務を代理する。 

  （事務局及び職員） 

第５条  副市町村長会に事務局を置く。 

２ 事務局の職員は、協議会の職員が兼務する。 

３ 職員は、副市町村長会会長の命を受け副市町村長会の事務を処理する。 

  （会 議） 

第６条  副市町村長会は、副市町村長会会長が招集する。 

２ 副市町村長会の議長は、副市町村長会会長がこれにあたる。 

３ 副市町村長は、やむを得ない事情により副市町村長会に出席できないときは、その代理

者を出席させることができる。 

４ 副市町村長会は、半数以上の副市町村長が出席しなければ開くことができない。この場

合において、前項の代理出席者は副市町村長とみなす。 

 

  附 則 

 この規程は、昭和５８年７月１５日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 

 

○ 西多摩地域広域行政圏協議会幹事会規程           

 

  （目 的） 

第１条 この規程は、西多摩地域広域行政圏協議会規約第１２条第２項の規定に基づき、幹

事会の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（名 称）  
第２条 この幹事会は、西多摩地域広域行政圏協議会幹事会（以下「幹事会」という。）と

いう。 

  （所掌事務） 

第３条 幹事会の所掌事務は、次のとおりとする。 

（１）西多摩地域広域行政圏協議会（以下「協議会」という。）の会議に付議すべき事項の

協議 

（２）協議会の目的達成のための調査、研究 

（組 織） 

第４条 幹事会は、事務局長、事務局次長及び幹事をもって組織する。 

２ 関係市町村長は、幹事を選任した場合は、速やかに協議会会長に報告しなければならな

い。 

（幹 事） 

第５条 幹事は、関係市町村長が選任した職員を充てる。 

（会 議） 

第６条 幹事会は、協議会会長が招集する。 

２ 幹事会の議長は、事務局長がこれにあたる。 

３ 幹事は、やむを得ない事情により幹事会に出席できないときは、その代理者を出席させ

ることができる。 

４ 幹事会は、半数以上の幹事が出席しなければ開くことができない。この場合において、

前項の代理出席者は幹事とみなす。 

 

附 則 

この規程は、昭和５８年７月１５日から施行する。 
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○ 西多摩地域広域行政圏協議会副市町村長会規程            

 

  （目 的） 

第１条 この規程は、西多摩地域広域行政圏協議会（以下「協議会」という。）規約第 24 条

の規定に基づき、協議会に副市町村長会を置くことに関し必要な事項を定めるものとする。 

  （名 称） 

第２条 この副市町村長会は、西多摩地域広域行政圏協議会副市町村長会（以下「副市町村

長会」という。）という。 

  （所掌事務） 

第３条  副市町村長会の所掌事務は、次のとおりとする。 

（１）協議会の会議に付議すべき重要な事項の協議 

（２）協議会の目的達成のための調査、研究 

（３）その他副市町村長会が必要と認めた事項 

  （組 織） 

第４条 副市町村長会は、関係市町村の副市町村長をもって組織する。 

２ 会長は、関係市町村の副市町村長が協議して定めた副市町村長をもって、これに充てる。 

３ 会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、会長があらかじめ指定した副市町村長が

会長の職務を代理する。 

  （事務局及び職員） 

第５条  副市町村長会に事務局を置く。 

２ 事務局の職員は、協議会の職員が兼務する。 

３ 職員は、副市町村長会会長の命を受け副市町村長会の事務を処理する。 

  （会 議） 

第６条  副市町村長会は、副市町村長会会長が招集する。 

２ 副市町村長会の議長は、副市町村長会会長がこれにあたる。 

３ 副市町村長は、やむを得ない事情により副市町村長会に出席できないときは、その代理

者を出席させることができる。 

４ 副市町村長会は、半数以上の副市町村長が出席しなければ開くことができない。この場

合において、前項の代理出席者は副市町村長とみなす。 

 

  附 則 

 この規程は、昭和５８年７月１５日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 

 

○ 西多摩地域広域行政圏協議会幹事会規程           

 

  （目 的） 

第１条 この規程は、西多摩地域広域行政圏協議会規約第１２条第２項の規定に基づき、幹

事会の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（名 称）  
第２条 この幹事会は、西多摩地域広域行政圏協議会幹事会（以下「幹事会」という。）と

いう。 

  （所掌事務） 

第３条 幹事会の所掌事務は、次のとおりとする。 

（１）西多摩地域広域行政圏協議会（以下「協議会」という。）の会議に付議すべき事項の

協議 

（２）協議会の目的達成のための調査、研究 

（組 織） 

第４条 幹事会は、事務局長、事務局次長及び幹事をもって組織する。 

２ 関係市町村長は、幹事を選任した場合は、速やかに協議会会長に報告しなければならな

い。 

（幹 事） 

第５条 幹事は、関係市町村長が選任した職員を充てる。 

（会 議） 

第６条 幹事会は、協議会会長が招集する。 

２ 幹事会の議長は、事務局長がこれにあたる。 

３ 幹事は、やむを得ない事情により幹事会に出席できないときは、その代理者を出席させ

ることができる。 

４ 幹事会は、半数以上の幹事が出席しなければ開くことができない。この場合において、

前項の代理出席者は幹事とみなす。 

 

附 則 

この規程は、昭和５８年７月１５日から施行する。 
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○   西多摩地域広域行政圏協議会分野別検討部会規程     
 
  （目   的）  
第１条 この部会は、西多摩地域広域行政圏協議会（以下「協議会」という。）の関係市町

村が西多摩地域広域行政圏計画に定める施策の執行等について必要な事項の検討、調整を

行うことを目的とする。  

  （名   称）  
第２条 この部会は、西多摩地域広域行政圏協議会分野別検討部会（以下「部会」という。）

という。  
  （部会の種類）  
第３条 協議会は、つぎに掲げる部会を設ける。 
（１）開発部会  
      主に市街地の整備、交通・通信基盤の整備に関わる検討・調整を行う。  
（２）生活部会  
      主に医療・健康管理の体制強化、社会福祉の充実に関わる検討・調整を行う。  
（３）産業部会  
      主に商工業の振興、観光の振興、農林業の振興、森林の保全・育成に関わる検討・調

整を行う。  
（４）教育文化部会  
      主に教育・文化の振興、スポーツ・レクリエーションの振興、国際化の推進、地域コ

ミュニティの振興に関わる検討・調整を行う。 
（５）環境部会  
   主に生活基盤施設の整備、防災・防犯体制の強化、横田基地の騒音対策等の充実、水

環境の保全、環境保全を支える仕組みづくりに関わる検討・調整を行う。  
  （委員の選任）  
第４条   部会は、関係市町村の部・課長をもって組織する。 
２ 関係市町村長は、各部会ごとに１人以上の部長・課長（部長職をおいていない町村につ

いては課長）を委員として選任しなければならない。  
３ 関係市町村長は、委員を選任したときは、速やかに協議会会長に報告しなければならな

い。  
  （委員の任期）  
第５条 委員の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。  
  （部会の組織）  
第６条 部会に部会長および副会長をおく。  
２ 部会長および副部会長は、委員の互選により協議会会長が任命する。  
３ 部会長は、部会を代表し、会務を総理する。 
４ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるときは、その職務を代理する。  
  （部会の会議）  
第７条 部会の会議は、部会長が招集し、部会長が議長となる。  
２ 委員は、やむを得ない事情により部会に出席できないときは、その代理者を出席させる

ことができる。  

 

  （部会の活動）  
第８条 部会は、年度開始前に協議会会長に年間事業計画を提出しなければならない。  
２   部会は、年度終了の後、その他協議会、副市町村長会が必要と認めるときは、協議会会

長に事業報告をしなければならない。 
３   協議会、副市町村長会が必要と認めるときは、各部会の部会長は協議会および助役会に

出席しなければならない。  
  （分科会）  
第９条 部会に分科会をおくことができる。 
２  分科会の設置、構成および運営については、部会が定める。  
 
    附   則  
  この規程は、平成４年２月１７日から施行する。  
    附   則  

  この規程は、平成１７年２月１０日から施行する。  
附 則 

 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 
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○   西多摩地域広域行政圏協議会分野別検討部会規程     
 
  （目   的）  
第１条 この部会は、西多摩地域広域行政圏協議会（以下「協議会」という。）の関係市町

村が西多摩地域広域行政圏計画に定める施策の執行等について必要な事項の検討、調整を

行うことを目的とする。  

  （名   称）  
第２条 この部会は、西多摩地域広域行政圏協議会分野別検討部会（以下「部会」という。）

という。  
  （部会の種類）  
第３条 協議会は、つぎに掲げる部会を設ける。 
（１）開発部会  
      主に市街地の整備、交通・通信基盤の整備に関わる検討・調整を行う。  
（２）生活部会  
      主に医療・健康管理の体制強化、社会福祉の充実に関わる検討・調整を行う。  
（３）産業部会  
      主に商工業の振興、観光の振興、農林業の振興、森林の保全・育成に関わる検討・調

整を行う。  
（４）教育文化部会  
      主に教育・文化の振興、スポーツ・レクリエーションの振興、国際化の推進、地域コ

ミュニティの振興に関わる検討・調整を行う。 
（５）環境部会  
   主に生活基盤施設の整備、防災・防犯体制の強化、横田基地の騒音対策等の充実、水

環境の保全、環境保全を支える仕組みづくりに関わる検討・調整を行う。  
  （委員の選任）  
第４条   部会は、関係市町村の部・課長をもって組織する。 
２ 関係市町村長は、各部会ごとに１人以上の部長・課長（部長職をおいていない町村につ

いては課長）を委員として選任しなければならない。  
３ 関係市町村長は、委員を選任したときは、速やかに協議会会長に報告しなければならな

い。  
  （委員の任期）  
第５条 委員の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。  
  （部会の組織）  
第６条 部会に部会長および副会長をおく。  
２ 部会長および副部会長は、委員の互選により協議会会長が任命する。  
３ 部会長は、部会を代表し、会務を総理する。 
４ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるときは、その職務を代理する。  
  （部会の会議）  
第７条 部会の会議は、部会長が招集し、部会長が議長となる。  
２ 委員は、やむを得ない事情により部会に出席できないときは、その代理者を出席させる

ことができる。  

 

  （部会の活動）  
第８条 部会は、年度開始前に協議会会長に年間事業計画を提出しなければならない。  
２   部会は、年度終了の後、その他協議会、副市町村長会が必要と認めるときは、協議会会

長に事業報告をしなければならない。 
３   協議会、副市町村長会が必要と認めるときは、各部会の部会長は協議会および助役会に

出席しなければならない。  
  （分科会）  
第９条 部会に分科会をおくことができる。 
２  分科会の設置、構成および運営については、部会が定める。  
 
    附   則  
  この規程は、平成４年２月１７日から施行する。  
    附   則  

  この規程は、平成１７年２月１０日から施行する。  
附 則 

 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 
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○  西多摩地域広域行政圏協議会「開発部会」設置要領 

 

１ 設 置 

西多摩地域広域行政圏協議会分野別検討部会規程に基づき、開発部会（以下「部会」

という。）を設置する。 

 

２ 所掌事項 

部会は次の事項を所掌する。 

（１）西多摩地域広域行政圏計画に定める市街地の整備、交通・通信基盤の整備に関する事

項について、実現のための方策を検討、調整すること。 

（２）広域的事業の推進に関すること。 

  

３  部会および分科会 

（１）委員 

      部会の委員は関係部課長をもって充て、個々の課題を検討するため必要に応じて分科

会を設置する。 

（２）部会の組織             

    ア  部会に部会長および副部会長を置く。 

    イ  部会長および副部会長は、委員の互選により決定する。 

    ウ  部会長は部会を代表し、会務を総理する。 

    エ  副部会長は部会長を補佐し、部会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（３）分科会の組織 

    ア  分科会ごとに座長および副座長を置く。 

    イ  座長および副座長は、委員の互選により決定する。 

    ウ  座長および副座長の職務は、部会の部会長および副部会長の職務に準ずる。 

 

４   会  議 

（１）部会の会議は、部会長の招集により開催する。 

（２）分科会の会議は、部会長の招集により開催し、その検討結果を部会に報告するものと

する。 

 

５  部会の活動報告 

部会が所掌する検討課題について、結果が集約できた場合または中間の経過を報告する

必要がある場合は、幹事会を経て副市町村長会および協議会に報告するものとする。 

    

附 則 

  この要領は、平成５年７月１３日から施行する。 

附 則 

  この要領は、平成１７年２月１０日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 

 

○  西多摩地域広域行政圏協議会「生活部会」設置要領 

 

１  設 置 

    西多摩地域広域行政圏協議会分野別検討部会規程に基づき、生活部会（以下「部会」 

  という。）を設置する。 

 

２  所掌事項 

    部会は次の事項を所掌する。 

（１）西多摩地域広域行政圏計画に定める医療・健康管理の体制強化、社会福祉の充実に 

関する事項について、実現のための方策を検討、調整すること。 

（２）広域的事業の推進に関すること。 

 

３  部会および分科会 

（１）委 員 

部会の委員は関係部課長をもって充て、個々の課題を検討するため必要に応じて分科

会を設置する。 

（２）部会の組織 

ア  部会に部会長および副部会長を置く。 

イ  部会長および副部会長は、委員の互選により決定する。 

ウ  部会長は、部会を代表し、会務を総理する。 

エ  副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（３）分科会の組織 

ア  分科会ごとに座長および副座長を置く。 

イ  座長および副座長は、委員の互選により決定する。 

ウ  座長および副座長の職務は、部会の部会長および副部会長の職務に準ずる。 

 

４  会 議 

（１）部会の会議は、部会長の招集により開催する。 

（２）分科会の会議は、部会長の招集により開催し、その検討結果を部会に報告するものと

する。 

 

５  部会の活動報告 

部会が所掌する検討課題について、結果が集約できた場合または中間の経過を報告する

必要がある場合は、幹事会を経て副市町村長会および協議会に報告するものとする。 

 

    附 則 

  この要領は、平成６年７月２６日から施行する。 

    附 則 

  この要領は、平成１７年２月１０日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 



60 61
 

○  西多摩地域広域行政圏協議会「開発部会」設置要領 

 

１ 設 置 

西多摩地域広域行政圏協議会分野別検討部会規程に基づき、開発部会（以下「部会」

という。）を設置する。 

 

２ 所掌事項 

部会は次の事項を所掌する。 

（１）西多摩地域広域行政圏計画に定める市街地の整備、交通・通信基盤の整備に関する事

項について、実現のための方策を検討、調整すること。 

（２）広域的事業の推進に関すること。 

  

３  部会および分科会 

（１）委員 

      部会の委員は関係部課長をもって充て、個々の課題を検討するため必要に応じて分科

会を設置する。 

（２）部会の組織             

    ア  部会に部会長および副部会長を置く。 

    イ  部会長および副部会長は、委員の互選により決定する。 

    ウ  部会長は部会を代表し、会務を総理する。 

    エ  副部会長は部会長を補佐し、部会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（３）分科会の組織 

    ア  分科会ごとに座長および副座長を置く。 

    イ  座長および副座長は、委員の互選により決定する。 

    ウ  座長および副座長の職務は、部会の部会長および副部会長の職務に準ずる。 

 

４   会  議 

（１）部会の会議は、部会長の招集により開催する。 

（２）分科会の会議は、部会長の招集により開催し、その検討結果を部会に報告するものと

する。 

 

５  部会の活動報告 

部会が所掌する検討課題について、結果が集約できた場合または中間の経過を報告する

必要がある場合は、幹事会を経て副市町村長会および協議会に報告するものとする。 

    

附 則 

  この要領は、平成５年７月１３日から施行する。 

附 則 

  この要領は、平成１７年２月１０日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 

 

○  西多摩地域広域行政圏協議会「生活部会」設置要領 

 

１  設 置 

    西多摩地域広域行政圏協議会分野別検討部会規程に基づき、生活部会（以下「部会」 

  という。）を設置する。 

 

２  所掌事項 

    部会は次の事項を所掌する。 

（１）西多摩地域広域行政圏計画に定める医療・健康管理の体制強化、社会福祉の充実に 

関する事項について、実現のための方策を検討、調整すること。 

（２）広域的事業の推進に関すること。 

 

３  部会および分科会 

（１）委 員 

部会の委員は関係部課長をもって充て、個々の課題を検討するため必要に応じて分科

会を設置する。 

（２）部会の組織 

ア  部会に部会長および副部会長を置く。 

イ  部会長および副部会長は、委員の互選により決定する。 

ウ  部会長は、部会を代表し、会務を総理する。 

エ  副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（３）分科会の組織 

ア  分科会ごとに座長および副座長を置く。 

イ  座長および副座長は、委員の互選により決定する。 

ウ  座長および副座長の職務は、部会の部会長および副部会長の職務に準ずる。 

 

４  会 議 

（１）部会の会議は、部会長の招集により開催する。 

（２）分科会の会議は、部会長の招集により開催し、その検討結果を部会に報告するものと

する。 

 

５  部会の活動報告 

部会が所掌する検討課題について、結果が集約できた場合または中間の経過を報告する

必要がある場合は、幹事会を経て副市町村長会および協議会に報告するものとする。 

 

    附 則 

  この要領は、平成６年７月２６日から施行する。 

    附 則 

  この要領は、平成１７年２月１０日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 
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○  西多摩地域広域行政圏協議会「産業部会」設置要領  
 
１  設 置  

西多摩地域広域行政圏協議会分野別検討部会規程に基づき、産業部会（以下「部会」と

いう。）を設置する。 

 

２  所掌事項 

    部会は、次の事項を所掌する。  
（１）西多摩地域広域行政圏計画に定める商工業の振興、観光の振興、農林業の振興、森林

の保全・育成に関する事項について、実現のための方策を検討、調整すること。 
（２）広域的事業の推進に関すること。 

 

３  部会および分科会 

（１）委 員  
部会の委員は関係課長をもって充て、個々の課題を検討するため必要に応じて分科会

を設置する。 

（２）部会の組織 

    ア  部会に部会長および副部会長を置く。 

    イ  部会長および副部会長は、委員の互選により決定する。 

    ウ  部会長は、部会を代表し、会務を総理する。 

    エ  副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（３）分科会の組織 

    ア 分科会ごとに座長および副座長を置く。 

    イ 座長および副座長は、委員の互選により決定する。 

    ウ 座長および副座長の職務は、部会の部会長および副部会長の職務に準ずる。 

 

４  会 議 

（１）部会の会議は、部会長の招集により開催する。 

（２）分科会の会議は、部会長の招集により開催し、その検討結果を部会に報告するものと

する。 

 

５  部会の活動報告 

部会が所掌する検討課題について、結果が集約できた場合または中間の経過を報告する

必要がある場合は、幹事会を経て副市町村長会及び協議会に報告するものとする。 

 

    附 則 

  この要領は、平成６年２月４日から施行する。 

    附 則 

  この要領は、平成１７年２月１０日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。

 

○  西多摩地域広域行政圏協議会「教育文化部会」設置要領 
 
１   設 置  

西多摩地域広域行政圏協議会分野別検討部会規程に基づき、教育文化部会（以下「部会」

という。）を設置する。  
 
２   所掌事項  
    部会は次の事項を所掌する。  
（１）西多摩地域広域行政圏計画に定める教育・文化の振興、スポーツ・レクリエーション

の振興、国際化の推進、地域コミュニティの振興に関する事項について、実現のための

方策を検討、調整すること。  
（２）広域的事業の推進に関すること。  

 
３   部会および分科会  
（１） 委 員  

    部会の委員は関係部課長をもって充て、個々の課題を検討するため必要に応じて分  
    科会を設置する。  
（２）部会の組織    
    ア   部会に部会長および副部会長を置く。  

イ   部会長および副部会長は、委員の互選により決定する。 
ウ   部会長は、部会を代表し、会務を総理する。 
エ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故あるときは、その職務を代理する。  

（３）分科会の組織  
ア 分科会ごとに座長および副座長を置く。  
イ 座長および副座長は、委員の互選により決定する。  
ウ 座長および副座長の職務は、部会の部会長および副部会長の職務に準ずる。 

 
４   会 議  
（１）部会の会議は、部会長の招集により開催する。  
（２）分科会の会議は、部会長の招集により開催し、その検討結果を部会に報告するものと

する。  

 
５   部会の活動報告  
    部会が所掌する検討課題について、結果が集約できた場合または中間の経過を報告する

必要がある場合は、幹事会を経て副市町村長会および協議会に報告するものとする。  
 

    附 則  
  この要領は、平成４年５月２０日から施行する。  
    附 則  
  この要領は、平成１７年２月１０日から施行する。  

附 則 

 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 
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○  西多摩地域広域行政圏協議会「産業部会」設置要領  
 
１  設 置  

西多摩地域広域行政圏協議会分野別検討部会規程に基づき、産業部会（以下「部会」と

いう。）を設置する。 

 

２  所掌事項 

    部会は、次の事項を所掌する。  
（１）西多摩地域広域行政圏計画に定める商工業の振興、観光の振興、農林業の振興、森林

の保全・育成に関する事項について、実現のための方策を検討、調整すること。 
（２）広域的事業の推進に関すること。 

 

３  部会および分科会 

（１）委 員  
部会の委員は関係課長をもって充て、個々の課題を検討するため必要に応じて分科会

を設置する。 

（２）部会の組織 

    ア  部会に部会長および副部会長を置く。 

    イ  部会長および副部会長は、委員の互選により決定する。 

    ウ  部会長は、部会を代表し、会務を総理する。 

    エ  副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（３）分科会の組織 

    ア 分科会ごとに座長および副座長を置く。 

    イ 座長および副座長は、委員の互選により決定する。 

    ウ 座長および副座長の職務は、部会の部会長および副部会長の職務に準ずる。 

 

４  会 議 

（１）部会の会議は、部会長の招集により開催する。 

（２）分科会の会議は、部会長の招集により開催し、その検討結果を部会に報告するものと

する。 

 

５  部会の活動報告 

部会が所掌する検討課題について、結果が集約できた場合または中間の経過を報告する

必要がある場合は、幹事会を経て副市町村長会及び協議会に報告するものとする。 

 

    附 則 

  この要領は、平成６年２月４日から施行する。 

    附 則 

  この要領は、平成１７年２月１０日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。

 

○  西多摩地域広域行政圏協議会「教育文化部会」設置要領 
 
１   設 置  

西多摩地域広域行政圏協議会分野別検討部会規程に基づき、教育文化部会（以下「部会」

という。）を設置する。  
 
２   所掌事項  
    部会は次の事項を所掌する。  
（１）西多摩地域広域行政圏計画に定める教育・文化の振興、スポーツ・レクリエーション

の振興、国際化の推進、地域コミュニティの振興に関する事項について、実現のための

方策を検討、調整すること。  
（２）広域的事業の推進に関すること。  

 
３   部会および分科会  
（１） 委 員  

    部会の委員は関係部課長をもって充て、個々の課題を検討するため必要に応じて分  
    科会を設置する。  
（２）部会の組織    
    ア   部会に部会長および副部会長を置く。  

イ   部会長および副部会長は、委員の互選により決定する。 
ウ   部会長は、部会を代表し、会務を総理する。 
エ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故あるときは、その職務を代理する。  

（３）分科会の組織  
ア 分科会ごとに座長および副座長を置く。  
イ 座長および副座長は、委員の互選により決定する。  
ウ 座長および副座長の職務は、部会の部会長および副部会長の職務に準ずる。 

 
４   会 議  
（１）部会の会議は、部会長の招集により開催する。  
（２）分科会の会議は、部会長の招集により開催し、その検討結果を部会に報告するものと

する。  

 
５   部会の活動報告  
    部会が所掌する検討課題について、結果が集約できた場合または中間の経過を報告する

必要がある場合は、幹事会を経て副市町村長会および協議会に報告するものとする。  
 

    附 則  
  この要領は、平成４年５月２０日から施行する。  
    附 則  
  この要領は、平成１７年２月１０日から施行する。  

附 則 

 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 
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○  西多摩地域広域行政圏協議会「環境部会」設置要領  
 
１   設 置  

西多摩地域広域行政圏協議会分野別検討部会規程に基づき、環境部会（以下「部会」と

いう。）を設置する。  
 
２   所掌事項  
    部会は次の事項を所掌する。  
（１）西多摩地域広域行政圏計画に定める生活基盤施設の整備、防災・防犯体制の強化、横

田基地の騒音対策等の充実、水環境の保全、環境保全を支える仕組みづくりに関する事

項について、実現のための方策を検討、調整すること。  
（２）広域的事業の推進に関すること。  

 
３   部会および分科会  
（２） 委 員  

    部会の委員は関係部課長をもって充て、個々の課題を検討するため必要に応じて分  
    科会を設置する。  
（２）部会の組織    
    ア   部会に部会長および副部会長を置く。  

イ   部会長および副部会長は、委員の互選により決定する。 
ウ   部会長は、部会を代表し、会務を総理する。 
エ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故あるときは、その職務を代理する。  

（３）分科会の組織  
ア 分科会ごとに座長および副座長を置く。  
イ 座長および副座長は、委員の互選により決定する。  
ウ 座長および副座長の職務は、部会の部会長および副部会長の職務に準ずる。 

 
４   会 議  
（１）部会の会議は、部会長の招集により開催する。  
（２）分科会の会議は、部会長の招集により開催し、その検討結果を部会に報告するものと

する。  

 
５   部会の活動報告  
    部会が所掌する検討課題について、結果が集約できた場合または中間の経過を報告する

必要がある場合は、幹事会を経て副市町村長会および協議会に報告するものとする。  
 

    附 則  
  この要領は、平成１７年２月１０日から施行する。  

附 則 

 この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 
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○  西多摩地域広域行政圏協議会「環境部会」設置要領  
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    附 則  
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